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　桜がつぼみをふくらませはじめた３月の終わりに、ベルンハルド・ツィ
ムブルグ駐日オーストリア大使を、今年７月に開催予定の「ウィーン市13

区ヒィーツィング友好交流都市20周年記念式典」に来賓としてお招きす

るため、東京港区にある、オーストリア大使館を訪問してまいりました。

面積…26.44k㎡

人口…114,757人（前月比-145）

　男…  54,777人

　女…  59,980人

世帯…  49,109　　

　（平成27年3月31日現在）
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碓井豌豆は文字どおり、市の中心からやや東に位置

する『碓井地区』が発祥。100年以上、この地で受け

継がれ栽培されていることから『なにわの伝統野菜』

に登録されています。収穫は5月がピークで、道の駅・

しらとりの郷などで販売されます。現在、約50人が

伝統を守り、栽培を続けています。（画像一部加工）

　大使館では、簡素でありながらも気品のあるインテリア、濃く淹れたコ

ーヒーとオーストリアのお菓子でおもてなしを受け、私からは、自慢の羽

曳野産ワインをお贈りしました。

　人は交流することで、互いを知り、理解し、尊敬し合うことができると

思います。そしてその気持は、「互いを認め合い大切にする心」につながり

ます。

　この、ごく当たり前の人と人との関係は、まちとまち、国と国でも同じ

ことだと思います。グローバル化や情報化の進展が相対的に地球を小さく

し、人々 の交流が容易になることは、必ずや平和にもつながるものだと思

っています。

羽曳野市長 北川 嗣雄

　1995年 6月27日、ヒィー
ツィング区内にある同宮殿で、
２者による友好交流都市協定を
調印しました。年間100万人
を超える観光客が訪れる、オー
ストリア随一の人気スポット。
1996年には世界遺産へ登録さ
れました。

～ヒーツィングにある世界遺産～
シェーンブルン宮殿

◀
建
築
家
槇
文
彦
氏
の
設
計
に
よ
る
大
使
館
邸
で
の
会
談
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羽
曳野
市職員

羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽
曳曳曳曳曳曳曳曳曳曳曳曳曳野野野野野野野野
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市職職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員

　下表のとおり職員を募集します。詳しくは、5 月 18 日㈪から羽曳野市ウェブサイトに掲載

する「職員採用試験実施案内」をご覧ください。インターネットの閲覧ができない方は、市役
所および支所で案内を配布しますのでご利用ください。案内を郵便で請求する場合は、下記案
内請求先あての封筒（大きさは問いません。）に「職員採用試験実施案内請求」と朱書し、必ず
返信用封筒（あて先に請求者の郵便番号、住所、氏名を明記し 140 円切手を貼った封筒（角形
２号封筒〔33cm×24cm 程度〕））を同封して郵送してください。

●案内請求先　〒 583-8585 羽曳野市誉田 4-1-1 羽曳野市役所市長公室人事課

[ 案内配布場所 ] 市役所３階人事課および支所

[ 案内配布期間 ] 5月18 日㈪ ～ 6 月 5 日㈮ 9:00～17:30

[ 郵送受付期間 ] 5月18 日㈪ ～ 6 月 1 日㈪（同日消印有効）

[ 持参受付期間 ] 5月18 日㈪ ～ 6 月 5 日㈮ 9:30～17:30

[ 試 験 日 ] 6月21 日㈰　（1 次試験）

　※ 試験の内容については一切お答えできません。

　※ ２次試験日程は、１次試験合格者にお知らせします。

　※ 土・日・祝日の案内配布および持参受付は行っていません。

職種（試験区分） 採用予定人員 受　験　資　格

事務職（手話
通訳）初級

１人程度

・昭和50年４月２日～平成10年４月１日生まれ 
・以下のいずれかの要件を満たす人
①厚生労働大臣認定の手話通訳士試験に合格した人か、平成28年３月31日までに取得見込みの人
②都道府県、指定都市及び中核市が実施する手話通訳者養成研修事業において手話通訳者として
　登録されている人か、平成28年３月 31日までに登録見込みの人

技術職（建築）
上級

１人程度
・昭和55年４月２日以降生まれ
・１級建築士免許を有しているか、平成28年３月 31日までに取得見込みの人で、大学卒業程
　度の学力を有する人

技術職（土木）
上級

２人程度

・昭和55年４月２日以降生まれ
・以下のいずれかの要件を満たす人

①１級土木施工管理技士資格または２級土木施工管理技士資格を有しているか、平成28年３月
　31日までに取得見込みの人
②学校教育法による大学（短期大学を除く。）において、土木を専攻する学部・学科を卒業して
　いるか、平成28年３月 31日までに卒業見込みの人

幼稚園教諭・
保育士

３人程度
・昭和60年４月２日～平成８年４月１日生まれ
・ 幼稚園教諭免許と保育士資格の両方を有しているか、平成28年３月 31日までに両方の資格
　を取得見込みの人

＜問合せ＞　羽曳野市 市長公室 人事課　
　　　　　☎ 958-1111 内線 3421・3432

日 時　5 月～ 10 月（8 月を除く）の第 4 日曜日
　　　　9：00 ～ 13：00
          　　　　　　5月24 日、6月28 日、7月26 日、9月 27 日

　　  16：00 ～ 20：00  10 月 25 日

場 所　コロコロふれあいパーク（駒ヶ谷駅西側公園）

　新鮮野菜や果物、羽曳野の特産品をはじめ、食べ物や工芸品など
生産者自慢の品が大集合！季節に応じた特産品などを、お値打ち価
格でお買い求めください。

※イベント内容や出店者募集の詳しい内容は
問い合わせるか、軽トラ市サイトでご確認ください。

問合せ　観光課　☎958-1111内線2760

 副市長の就任（4 月1日付け）
　市議会は大阪府総務部市町村課参事 酒井

伸一郎（さかい しんいちろう）の副市長の選

任に同意。4 月1日付けで羽曳野市副市長に

就任します。また、3 月 31日をもって、田中 実 

副市長は退職し、大阪府へ帰任しました。酒井 伸一郎 副市長

（受験できる人）
○地方公務員法第 16 条に規定する欠格条項に該当しない人
○ 自力で通勤が可能で、職務遂行能力について介護者を必要としない人
○活字印刷文による出題に対応できる人

～描け未来！
　  君の力で切り拓け！～

はびきの軽トラ市
5月24日から 定期開催スタート！

 定期開催では、吉本芸人によるお笑いライブや
子どもたちの本格的なダンスなどのステージイ
ベントを企画！
  5 月 24 日 ( 日 ) は、「学天即（吉本興業所属）」

が出演！
※出演者の都合により変
　更になる場合がござい
　ます。ご了承ください。

学天即
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朝井まかて 氏（2014 年直木賞受賞作家）
　私が通った『丹比小学校』は由緒のある学校で、創立は明治五年(1872）と聞きますから、

日本で初めての学校の一つであったのでしょう。万葉集にも「丹比」という地名が出て

くると先生に教えられ、幼な心にも誇らしい気持ちを抱いたことをよく憶えています。

　当時の登下校道は田畑の多い、それはのどかな風景に恵まれていました。春はれんげ

畑の赤、秋は黄金野の稲穂を眺めながら学校に通いました。二上山の上に昇る朝陽の眩

しさや水田から聞こえる蛙の歌、教室の木の床の匂い、木琴の音……それらすべてが今、

創作の素地になっています。

　畑田家住宅は郡戸の旧家で、田の字型平面の主屋や長屋門
など、明治時代の屋敷構えの趣きをよく残しています。

時　間　10:30 ～ 12:00
申　込　往復はがきに ｢ 一般公開 ｣、住所・氏名・年齢・連絡先・
　　　　参加人数を明記し、〒 583-8585 歴史文化推進室へ 
問合せ　歴史文化推進室☎ 958-1111 内線 4481

テーマ「文学のフォークロア」

時　間　13:30 ～ 16:30 　定　員　先着 40 人　
申　込　往復はがきに ｢ 文学フォーラム ｣、住所・氏名・年齢・連絡先・参加人数を
　　　　明記の上、〒583-8585 歴史文化推進室まで
　　　　※一般公開も希望の方は同じはがきにお書きください。
費　用　無料　　問合せ　畑田家住宅活用保存会 畑田耕一 ☎ 072-762-7495

・近鉄南大阪線 恵我ノ荘駅から
　南へ徒歩 30 分
・ 近鉄南大阪線 河内松原駅から
　近鉄バス 平尾行きに乗車、
　郡

こ お ず

戸バス停下車徒歩 3 分
・ 近鉄南大阪線 河内松原駅 あるいは
　藤井寺駅からタクシー 15 分

府道（堺・羽曳野線）

コンビニ

ガソリンスタンド

野

はびきの
コロセアム

野公民館

ＪＡ丹比支店
郡戸バス停

＜畑田家住宅へのご案内＞
所在地　羽曳野市郡戸 470
　　　　☎ 955-4104

５月 24 日（日）５月 24 日（日）

　ことに私は主に江戸時代を舞台とする時代小説を書

いているものですから、四季折々を描く時には無意識

のうちに、子供の頃、身近にあった風景を記憶の中に

探っているのです。

　土地の自然、人々の営みが子供の心身をいかに育む

のか。そして詩や和歌、小説の土壌となっていくのか

を、皆さんと語り合いながら探ってみたいと考えます。

土地への感謝を込めて。

畑田家住宅（登録有形文化財）を一般公開！

主催：畑田家住宅活用保存会
　　　公益社団法人 大阪府建築士会
後援：羽曳野市
　　　羽曳野市教育委員会
協賛：大阪大学総合学術博物館 

一 般 公 開

文学フォーラム

　「百舌鳥・古市古墳群」の一つである向墓山古墳は、墓山古墳の陪
ば い

塚
ちょう

の一つで、一辺の長さが 60m を越える全国でも屈指の大きさを誇る大
型方墳です。
　この度、向墓山古墳西側に古墳見学路や学習スペースを設け、より
多くの人々に親しんでいただけるように整備しました。

－改修内容－
 ・フェンスの高さを 30 ㎝下げ、墳丘部分を見やすく
 ・学習スペースに解説板とベンチを設置
 ・埴輪をはじめ、市内各所から発見された各時代の遺物を展示

時　間　10：00 ～ 16：00（土日祝・年末年始を除く）
問合せ　歴史文化推進室　☎ 947-3904

　※当施設の整備工事は、宝くじ収益金の一部が使われています。

向
むこう

墓
は か

山
や ま

古墳 見学路・展示室 ５月７日（木）
　　　　オープン！
５月７日（木）
　　　　オープン！
５月７日（木）
　　　　オープン！

－世界文化遺産登録に向けて－
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検査 特定健診 ( 健康診査 ) 項目 羽曳野市民健診項目 主に分かること

診察 問診・医師による診察（視触診） －

計測
身体計測・腹囲測定
血圧測定

－
高血圧や低血圧の状態・肥満や痩せ
の状態・内臓脂肪の蓄積状態など

血
液
検
査

脂質
中性脂肪・ＨＤＬコレステロール
ＬＤＬコレステロール

－
血液中の脂質の状態
動脈硬化の危険性など

肝機能
ＡＳＴ（ＧＯＴ）・ＡＬＴ（ＧＰＴ）
γ―ＧＴ ＡＬＰ 肝臓の働きなど

血糖 空腹時血糖　HbA1c － 糖尿病の危険性など

腎機能 － 血清クレアチニン 腎臓の働きなど

貧血 －
ヘマトクリット・血色素量
赤血球・白血球
血小板・血清鉄

貧血の危険性
血液疾患の危険性など

その他
の検査

－
ＣＲＰ定量
血清アルブミン
尿酸・血清アミラーゼ

感染症などの炎症
栄養状態など
痛風・膵臓などの状態

尿検査 糖・蛋白 潜血 腎臓・膀胱・糖尿病の危険性など

心電図検査 － 心疾患 心臓の働きなど

特定健診などの実施医療機関【羽曳野市医師会】 特定健診などの実施医療機関【藤井寺市医師会】

〝羽曳野市民健診〟

がはじまります！

対象は40歳以上の
羽曳野市民です。

自分ではなかなか気づかない生活習慣病を羽曳野市民健診で早期に発見しましょう！

羽曳野市民健診とは特定健康診査に追加して血液検査項目などを充実させた健診です。

ご加入の健康保険が、羽曳
野市国民健康保険・後期高
齢者医療保険のほか、どの
健康保険の方でもご受診
いただけます。

５月7日（水）
　　スタート！

５月７日（木）
　　スタート！

対象は40歳以上の
　 羽曳野市民です。
対象は40歳以上の
　 羽曳野市民です。

５月７日（木）
　　スタート！羽曳野市民健診では、特定健診にはない14項目

（腎機能検査や心電図検査など）を追加しています！○羽曳野市民健診を受診するには…
　ご加入の健康保険が実施する特定健診
または健康診査と同時に受診することが
できます。被保険者証（健康保険証）・
特定健診等受診券を下表医療機関にご持
参ください。国民健康保険・社会保険・
後期高齢者医療保険などのいずれの健康
保険でも受診できます。ただし、社会保
険の方は、特定健診受診指定医療機関が
下表医療機関にあてはまるかご確認くだ
さい。市民健診のみの受診はできません。
○気になる費用は…
　市民健診は無料です。ただし、ご加入の
健康保険によって特定健診の自己負担額が
異なります。
○健診を受けた後は…
　健診の結果、健診医が「健康相談等が
必要」と判断された方へは、健康増進課
より生活習慣改善のための健康相談（食
生活、運動習慣、禁煙など）をご案内し
ています。詳しくは健康ファミリー18
ページをご覧ください。

医療機関名 電話番号 ※
しもと医院 955-1661
ヤスダクリニック 931-7777
仲谷クリニック 939-0450
四天王寺悲田院診療所 956-2985 △
北川内科クリニック 938-6528
天仁病院 939-8561
島田病院 953-1001
たてやまクリニック 955-3005
丹比荘病院 955-4468 △
おとのクリニック 931-2001
埴生診療所 953-0885
倉岡医院 954-3294
藤野整形外科 955-0188
加藤医院 953-5901
コープ診療所 938-6226
しまだ耳鼻咽喉科 954-3301
調子医院 952-3150
高村病院 939-0099
山田クリニック 953-0121
ふじもと医院 931-5611
森クリニック 930-2755

医療機関名 電話番号 ※
なわクリニック 958-2014
寺田内科 957-6811
和悦会診療所 958-9951 △
亀山医院 957-5330
上嶋クリニック 958-7733
坂本医院 956-0207
ますだ整形外科クリニック 957-6815
山本内科クリニック 958-1567
江口クリニック 950-5580
ひきまクリニック 950-4880
土屋医院 957-1001
藤本病院 958-5566
江藤クリニック 956-8881
ぶどうの家診療所 950-0155
かわばた医院 950-3700
松谷整形外科クリニック 950-2377
坂本クリニック 958-7270
福岡医院 956-3027
大塚医院 956-0130
城山病院 958-1000
貴志クリニック 958-9062

医療機関名 電話番号 ※
青山病院 953-1211
鳥居医院 955-0268
可児医院 955-1847
ナワタクリニック 953-0666
やまどり医院 954-8168
平松産婦人科クリニック 955-8881
船内クリニック 955-0678
池田医院 955-0720
福田医院 955-0657
そごうクリニック 931-0005
元村医院 955-0240
ときよしクリニック 952-8607
白川医院 955-0703
西村クリニック 952-8460
辰巳医院 939-8081
しかたクリニック 937-2759
長崎医院 955-7070
岡田医院 952-1550
森川医院 939-5888
藤田内科医院 954-7707

医療機関名 電話番号 ※
中本内科クリニック 952-5181
はまぐち内科クリニック 931-2727
佐井胃腸科肛門科 937-2029
松田医院 939-4307
竹口クリニック 930-5600
数尾診療所 955-4768
内本外科内科診療所 955-2111
北村外科内科クリニック 938-1700
松田クリニック 931-5551
うえた内科医院 936-0088
久保医院 955-1220
きしだ内科 955-8220
清水医院 955-1206
市立藤井寺市民病院 939-7031
園部医院 937-2600
くろだ内科クリニック 936-8810
おおかわ整形外科クリニック 945-2345 △
黒川クリニック 931-0800
永井医院 955-4993 △
白江医院 955-0545

注意： ※欄の△は羽曳野市民健診未実施の医療機関です。特定健診のみ受診できます。

40 歳から 74 歳の羽曳野市国民健康保険に加入している方へ

特定健康診査受診券（水色）を発送しました！
　メタボリックシンドローム（内臓脂肪型肥満）に着目した内容の健診で、
自己負担金1,000円で受診できます。40歳以上74歳以下の方で、羽曳野
市国民健康保険に加入されている受診対象の方には保険年金課より受診券を
順次郵送しています。特定健診は5月7日から始まります。特定健診を受け
るときは保険証と受診券が必要です。必ず両方お持ちください。

問合せ
健康増進課 ☎ 956-1000
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実施医療機関名
人間ドック 脳ドック レディースコース

検査曜日 自己負担金 自己負担金 乳　　が　　ん 子宮がん

 城山病院 火・木 14,904 円　（特） 12,425 円 7,128 円 マンモグラフィ 3,240 円（超音波検査同時実施）

 藤本病院 木・金 12,312 円　（特）  9,833 円 7,128 円

 天仁病院 月～金 12,312 円　（特）  9,833 円

 PL 病院 月～土 13,932 円　( 特 )12,538 円 9,720 円 超音波    972 円　　マンモグラフィ　972 円 972 円

 富田林病院 月～土 12,150 円　( 特 )10,756 円 7,938 円 超音波    810 円　　マンモグラフィ 1,620 円 810 円

 松原徳洲会病院 月～土 11,700 円　( 特 )10,306 円 7,500 円 超音波    600 円　　マンモグラフィは基本に含む 600 円

 阪南中央病院 月～金 12,651 円　( 特 )11,257 円 9,256 円 超音波 1,141 円　 マンモグラフィ 1,141 ～ 1,635 円 987 円

 オノクリニック 火～土 12,960 円　( 特 )11,566 円 6,480 円 超音波 なし　　　    マンモグラフィ 1,620 円 1,620 円

 市立柏原病院 月～金 12,279 円　( 特 )10,885 円 5,862 円 超音波 1,296 円      マンモグラフィ 1,296 円 基本に含む

 ベルクリニック 月～土 12,960 円　( 特 )11,566 円 9,720 円 超音波 1,944 円　   マンモグラフィ 1,620 円 972 円

 鳳総合健診センター 月～土 12,960 円　( 特 )11,566 円 8,100 円 超音波 1,296 円　   マンモグラフィ    972 円 972 円

 みどり健康管理センター 月～金 13,932 円　( 特 )12,538 円 7,452 円 超音波 1,458 円　   マンモグラフィ 1,458 円 648 円 

 多根クリニック 月～土 12,312 円　( 特 )10,918 円 9,720 円 超音波 1,620 円　   マンモグラフィ 1,620 円 972 円

 聖授会 総合健診センター 月～金 12,312 円　( 特 )10,918 円 8,748 円 超音波 1,620 円　   マンモグラフィ 1,620 円 1,620 円

 聖授会 OCAT予防医療センター 月～金 12,312 円　( 特 )10,918 円 8,748 円 超音波 1,620 円　   マンモグラフィ 1,620 円 1,620 円

 大野クリニック 月～土 12,312 円　( 特 )10,918 円 9,720 円 超音波    972 円　   マンモグラフィ 1,620 円　 1,296 円

 医真会 八尾総合病院 月～土 12,237 円　( 特 )10,843 円 5,862 円 超音波 1,134 円　   マンモグラフィ 1,620 円 810 円

国 民 健 康 保 険国 民 健 康 保 険
生活習慣病の予防・早期発見・治療のため国民健康保険被保険者の方に年 1 回人間ドックの費用助成を行っています。

( 次の条件を満たしている人が対象となります )
①国民健康保険被保険者証の交付を受けて 6 カ月以上経過しており、受診当日も
　資格を有する人
②受診時、満 30 歳以上 74 歳以下で内臓疾患の治療を受けていない人
③現年および過年の国民健康保険料を完納している人
　※人間ドックは特定健診と同時実施しますので、40 歳以上の方が同一年度内に
　　受診できるのは、特定健診か人間ドックのどちらか一方です。
　  （すでに特定健診を受診された方は人間ドックを受けられません）

基 本 検 査    人間ドック（身体測定・血液検査・尿検査・心電図・腹部超音波検査・
　レントゲン検査など）

オプション検査　脳ドック (MRI・MRA)・レディースドック ( 乳がん・子宮がん )
オプション検査のみの実施はできません。オプション検査ご希望の場合は基本検査
を必ず受けていただきます。

保険年金課（１階③番窓口）へ申し込んでください。人間ドックの申請および特定
健診受診券を提出いただいた後に、保険年金課が医療機関と日程調整をするため、
電話での申し込み、支所での受付は行っていません。
必要な物： 保険証・印鑑・特定健診受診券（40 歳以上の方）

※ 医療機関により、人間ドックを受診した後に、脳ドック検査や結果説明となり、1 日で終わらないケースがあります

受 診 対 象 者

受 診 種 目

申 請 受 付

人間ドックのご案内人間ドックのご案内

本年度より
30歳から受診
できます

療機関により、人間ドックを受診した後に、脳ドック検査や結果説明となり、1 日で終わらないケースがあります

問合せ　保険年金課　保健事業担当　☎ 958-1111　内線 1761
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5月9 日㈯、23 ㈯
　　　　　　羽曳が丘図書館　15:00
5月13 日㈬  東部図書館　　　10:30
5月16 日㈯  古市図書館　　　15:00
5月16 日㈯  陵南の森図書館　15:00
5月17 日㈰  陵南の森図書館　11:00（小さい子向き） 

　　　　　　 　　 11:30（少し長いお話を聞ける子向き）

5月23 日㈯  丹比図書館　　　10:30
5月3 日㈰、10 日㈰
　　                陵南の森図書館　14:00
5月3 日㈰、10 日㈰、17 日㈰、24 日㈰
　　                中央図書館　　　13:30

アレハンドロの大旅行

アレハンドロは、
一度も話したこと
がありません。心
配した両親は、い
ろいろな人に相談
した結果、彼を一
人旅に出すことに
しましたが…。

夢をまことに
きたむら えり／作  福音館書店

「鳥のように飛ぶ方
法はないか」「月ま
で届く大砲は作れ
ないか」江戸時代
後期、ユニークな
ものづくりに生涯を
捧げた鉄砲鍛冶・
一貫斎の物語。

ブックステーションはびきのコロセアム　☎ 937-7210(火・木・金曜日　13:30～16:30）　　ブックステーション青少年児童センター　☎ 952-0032（月～土曜日　9:00～17:00）　 　
古市図書館　☎ 958-0050（水～日曜日　10:00～17:30）　

山本 兼一／著　文藝春秋

　図書館では、蔵書点検および資料整理などのため、
次のとおり休館させていただきます。
陵南の森図書館、羽曳が丘図書館の休館
　5月18日㈪～5月22日㈮、5月30日㈯～31日㈰
中央図書館、東部図書館、丹比図書館の休館
　5月25日㈪～5月31日㈰　
古市図書館の休館
　5月30日㈯～31日㈰

ストーリーテリング入門講座
日時　5月18日㈪、25日㈪、6月8日㈪、22日㈪10:00～12:00
場所　ＬＩＣはびきの 中会議室Ｂ
講師　「おはなしの森」の皆さん
定員　20人（先着順）
申込　中央図書館にて受付中（電話可）

ちびっこサロン
5月13日㈬　１０：３０～　森のゆうびんきょく（市役所）
内容　おはなし・手遊び・おりがみなど
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市立休日急病診療所市立休日急病診療所

診療日時：日・祝日　年末年始(12月30日～１月３日）
　　　　 10時～16時（正午～13時休診）
診療科目：内科、小児科、歯科

　　      

　　　　　

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　

　　　　　　　
　　　　

藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181
大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　　　　　　☎955-4181　　　　
有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9時30分～12時
13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9時15分～12時15分
13時～16時月 水火

２ ４

水 予

有

予

6/27 13時30分～14時30分金

金

13時30分～15時HIV検査（エイズ・梅毒・クラミジア）

療育相談

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

11時～11時30分

予
医療機関に関する相談

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会を開催」

「匿名可」

肝炎ウイルス検査（無料）

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

小児科のみ上記日時に加え、土・日・祝・年末年始（12/30～1/3）の
１８時～２２時まで診察を行っております。　　　☎956-1000

■内科・小児科・歯科　
　診 療 日／日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／10:00～12:00、13:00～16:00
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診 療 日／土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／18:00～22:00（受付は17：30～21:30）

☎956-1000
（保健センター2階）（保健センター2階）

※ すべて申し込みは、健康増進課（保健センター）まで 電話もしくは来所にて受け付けております。定員になりしだい締め切ります。
　平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月末の間は各種検診・歯の健診とも 1 人１回となります。☎ 956 - 1000（※FAX での申し込みはできません）

毎月 19 日は食育の日

※ 受診券は 3 月 1 日現在の羽曳
野市民に郵送しています。それ
以後に転入された方は保健セン
ターへお問い合わせください。

   ＜集団検診＞ 胃・肺・大腸・子宮 がん検診は無料です。
　※検診方法などの詳細は、4 月に配布された「健康だより」をご覧ください。
　※7・8・9 月分は 6 月 10 日（水）より受付開始です。
　※胃がん 5 月分は定員に達しました。　※乳がんは定員に達しました。

  胃がん・肺がん・大腸がん
集団検診（40 歳以上の市民）

５月

14 日㈭　保健センター

15 日㈮　コロセアム

24 日㈰　市役所 A 棟

26 日㈫　陵南の森

６月

8 日㈪ 　 MOMO プラザ

11 日㈭　保健センター

19 日㈮　コロセアム

22 日㈪　保健センター

  子宮がん 集団検診
（20 歳以上で受診券をお持ちの方）

５月 20 日㈬ 石川プラザ
６月 19 日㈮ コロセアム

あなたとあなたの家族のために
受けましょう、がん検診。 「知る」は「治る」の第一歩

～歯を大事にしましょう！ 1 年 1 度は健診を～  
成人歯科健診   - 正しい口腔ケアを身につけよう！ -
[ 対象 ] 昭和19・24・29・34・39・44・49 年生まれの方
[ 受診方法 ] 羽曳野市内の指定歯科医院にて4月1日～平成 28 年 3 月
末日まで。受診券（はがき）を持参の上、受診してください。（費用無料）

骨コツ・歯ピカ健診
（骨密度測定と成人歯科健診 40 人、骨密度測定のみ 60 人）
[ 対象 ] 昭和 29・34・39・44・49 年生まれ
[ 日程 ] 5月18日㈪、6月30日㈫　[ 場所 ] 保健センター

骨・歯セット教室
（骨密度測定と成人歯科健診 40 人、骨密度測定のみ 60 人）
[ 対象 ] 健診時点で 65 歳以上の方
[ 日程 ] 5月28日㈭、6月16日㈫　[ 場所 ] 保健センター

メタボ対策入門講座　＜講師＞羽曳野市医師会 藤本 雅史 医師
　[ 日時 ] 5 月 22 日㈮ 14:00 ～ （13:30 受付）
　[ 定員 ] 30 人 ※事前申込　　[ 会場 ] 保健センター４階大会議室
定期健康相談・栄養相談のお知らせ
　[ 実施日 ] 5 月 19 日 ㈫ 9：30 ～ 11：30
　　　　　　※要予約 ( 日程以外でも随時受付しています。)

※上表はあくまでも目安であり、医療機関によって料金は異なります。
※助成額との差額は自己負担になります。

　市民で 50 歳以上の方へ

検診費用助成事業を活用しましょう！
[ 受診期間および申請期間 ]
　平成 26 年 5 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日

[ 助成回数 ]
　申請期間約2年の間に１回のみ
　（各検査および検診項目ごと）

[ 対象 ]受診時年齢50歳以上。
   　受診時および申請時、
　　羽曳野市に住民登録を有する方。

検査および検診の種類 助成額 保険診療外料金（目安）
 胃内視鏡検査（胃カメラ） 10,000 円 約 30,000 円
 脳 MRI または脳 MRA 検査 10,000 円 約 30,000 円
 PSA 検査（前立腺がん検査） 1,000 円 約 3,000 ～ 5,000 円
 ピロリ菌または ABC 検診 1,000 円 約 3,000 ～ 5,000 円

[ 対 象 外 ]　①各検診部位の病気などで治療中または経過観察中で保険診

療が適応となる方。②各検診部位に症状のある方。③他の制度で検診費用

の助成を受けた方（各医療保険者が実施する人間ドック等）など。④妊娠

中および妊娠の可能性がある方。⑤H26年度に当該事業で利用した項目。

きらり☆わたしの美活 ～女性の健康づくりのホント～

　１日目は「ベジ改善 ( 試食あり )」「口から始めるアンチエイ
ジング」、２日目は「健康づくりの秘訣」「美ボディー改革 ( 運動 )」
　あなたも美ボディのために参加しませんか？
[ 対象 ] おおむね 40 歳代・50 歳代の方　　[ 定員 ]20 人
[ 日時 ]10:00 ～ 12:00（受付 9：30 ～）

７月 １・２日 ( 水・木 )　保健センター

10 月 ８・９日 ( 木・金 )　MOMO プラザ

※受付開始：６月３日 ( 水 )

元気いっぱい！おやこDE健康づくり
　夏休みに親子で一緒に楽しみましょう！バランス運動やお弁
当づくり、歯の健診など様々なジャンルの企画が盛りだくさ
ん！　※詳しくは市ウェブサイトをご覧ください。
[ 対象 ] 親子 ( 小学生限定 )　　[ 定員 ]10 組
[ 日時 ] １日目 (10:00～12:00)、２日目 (10:00 ～15:30)

７月 21・22 日 ( 火・水 )　保健センター

８月 27・28 日 ( 木・金 )　保健センター

※受付開始：６月３日 ( 水 )

チョイス DEあなたに合った運動栄養スタイル
　運動と栄養の全６メニューから、自分に合わせて教室をチョ
イス！健康度アップを目指しましょう☆

[ 対象 ] おおむね 40 歳以上の市民　[ 定員 ] 各 20 人
[ 会場 ] 保健センター（※3 月 11 日は峰塚公園）

運　動
  ６月 25日㈭　おうちDEいすトレ
11月 26日㈭　どこDEもリラクゼーション
  ３月 11日㈮　お外DEウォーキング

 [ 時間 ] 午後　[ 持物 ] 飲み物・タオル等
　※運動しやすい服装・くつでお越しください

栄　養
  ７月７日㈫　せんいDEかさましカロリーオフ
  ９月９日㈬　出汁DEベジ改善
  ２月３日㈬　カルシウムDE骨強化

 [ 時間 ]10:00 ～ 12:00  [ 持物 ] 筆記用具・手拭タオル等
　※調理実習はありません。（1、2 品の試食あり）
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有水 予持

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査
9:30～12:00

水質検査（飲用水・井戸水
・遊泳場水・浴槽水)

依頼の際はお問い合わせください。

9:30～12:00寄生虫卵検査・ぎょう虫卵検査

室内空気検査（ホルムアルデヒド・VOC） 依頼の際はお問い合わせください。9:15～12:15
13:00～16:00

２ 13:30～14:30

  H I V 即日検査(抗体検査)

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉相談員などが応じます）

9:30～10:30

医療機関に関する相談

こころの病気、アルコール依存症など

「匿名可」

肝炎ウイルス検査

風しん抗体検査　 13:30～14:30
（赤痢菌・チフス菌・パラチフスA菌・サル
モネラ属菌・腸管出血性大腸菌O157）

  

各 種 教 室 《会場：保健センター・要予約》
マタニティスクール（定員 20 人・４日間で１コース）
日時　5 月コース／ 7 日㈭、14 日㈭、17 日㈰、25 日㈪

         初日 11:00 ～ 15:00（ランチ付き）　
　　　2・4 日目 13:00 ～ 15:30 
　　　3 日目 9:30 ～ 12:00
離乳食講習会　（定員 15 人・保育あり）　
日時　５月 21日㈭・６月 19 日㈮のいずれか 1 日
　　　13:00 ～ 15:30
対象　4 カ月児健康診査受診後から 10 カ月までの乳児の
　　　保護者
　　　( 講習会の対象となるお子様のみ、保育の対象 )

各 種 相 談 　
　子育てのことで悩んでいませんか？ちょっとしたことで
もご相談ください。保健師や栄養士などが対応します。
育児相談　（電話・来所　平日 9:00 ～ 17:30)
　お子さんの発育や発達、栄養に関する内容をはじめ育児
　全般について、相談をお受けします。
ことばの相談　（予約制 )
　こどもの発音、言葉の遅れなどについて相談をお受けし
　ます。

予 防 接 種 《接種には母子健康手帳と予診票が必要》

 集団接種　ＢＣＧ　（会場：保健センター）
　 4 ヵ月児健康診査と同日実施（日程は上表）。健康診査を

すでに受け、ＢＣＧを接種していないお子さんは健康増
進課までご連絡ください。

大阪府風しん予防対策 出生時の先天性風疹症候群の発症を防止するため、予防接種費用を助成します。

●実施期間
平成２８年３月３１日（木）まで
●対象者
　市民で、※風しん抗体検査の結果、予防接種が必要な 
次の①～③のいずれかに該当する人
①妊娠を希望する女性　②妊娠を希望する女性の配偶者
③妊娠している女性の配偶者
●費用
自己負担 1,000 円 ( 生活保護を受けている方は「生活保
護受給証明書」があれば自己負担金が免除。）
●実施医療機関
 羽曳野市内の実施医療機関（市ウェブサイトまたは健康
増進課までお問い合わせください。）

●接種方法
　風しん抗体検査が必要です。風しんワクチンまたは麻し
ん風しん混合（MR）ワクチンの接種ができます。実施医
療機関に予約の上、接種してください。接種にあたっては、
年齢と住所が確認できるもの（健康保険証・運転免許証等）
と風しん抗体検査の結果を医療機関に提示し確認を受け
てください。

（③の対象者は母子健康手帳を持参してください。）
【大阪府風しん抗体検査について】
※ ①～③の該当者で、大阪府保健所にて無料で風しん抗体

検査を実施します。詳細は大阪府保健所までお問い合わ
せください。

予防接種・健診実施医療機関の変更について
　藤野クリニック（高鷲 9-1-14）が 3月30日をもって閉
院しました。
　健康だより ( 平成27年度 ) の実施医療機関に掲載さ
れていますが、予防接種および市民健診を受けることが
できませんのでご注意ください。

平成 27 年度高齢者肺炎球菌ワクチン対象者の方へ
　対象年齢の方全員に個別通知で案内しています。過
去に自費や助成事業で接種された方は副反応が強く出
ることもあり、接種できませんのでご注意ください。

種　類 日　程 対　象　児

4ヶ月児健康診査
（金曜日 実施）

5 月 15 日 平成27年1月1日～16日生まれ

5 月 29 日 平成27年1月17日～31日生まれ

6 月 12 日、26 日 平成 27 年 2 月生まれ

1 歳 6ヶ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

5 月 26 日、27 日 平成 25 年 10 月生まれ

6 月 23 日、24 日 平成 25 年 11 月生まれ

2 歳 6ヶ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

5 月 19 日、20 日 平成 24 年 11 月生まれ

6 月 9 日、10 日 平成 24 年 12 月生まれ

3 歳 6ヶ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

5 月 12 日、13 日 平成 23 年 11 月生まれ

6 月 2 日、3 日 平成 23 年 12 月生まれ

健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の２週間前までに個別通知が
　届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。
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ＨＡＢＩＫＩＮＯ　ＣＩＴＹ　ＴＯＰＩＣＳ・・・　　　　　　　　・・・街かどから

羽曳野ボーイズ全国大会出場
　3 月 24 日㈫、羽曳野市スポーツ少年団に所属する硬

式野球チーム「羽曳野ボーイズ」（メジャーリーグ・テキ

サスレンジャーズで活躍するダルビッシュ有投手の出身

チーム）が春の全国大会（9 年ぶり）の出場を決めた報告

のため、山田朝生監督が 5 人の選手を引き連れ、市長室

を訪問してくれました。新学年で結成されたチーム、ま

すますの活躍が期待できます。

第６回百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産
　　　　　　　　登録推進本部会議の開催

　３月 19 日㈭、藤井寺市役所にて「第６回百舌鳥・古

市古墳群世界文化遺産登録推進本部会議」が開催され、

国に提出する推薦書原案が了承されました。

　今年度は、平成 29 年度登録に向けて、勝負の年であ

ることから、地元をはじめ大阪府外へもより一層の機運

醸成に努めていきます。

ウイルスから守るために
　３月 27 日㈮、藤井寺・羽曳野公衆衛生協力会から、汚

物処理ツールボックスを寄贈していただきました。同ボッ

クスは、ノロウイルスなどの感染リスクの疑いがある嘔

吐物、排泄物をすばやく処理するための道具です。ツー

ルボックスは市内の公立幼稚園、保育園、小学校に配付

させていただきました。

合同山林火災消火訓練の実施
　3 月 23 日㈪、駒ヶ谷の山林斜面で、火災を想定した消

火訓練を実施しました。地上からは柏原羽曳野藤井寺消防

組合、羽曳野市消防団をはじめ、林野火災時の応援協定を

結んでいる富田林市消防本部や奈良県広域消防組合のポン

プ車などで放水、また、空からは大阪市消防局のヘリコプ

ターが放水を行いました。

　山林火災では消防車が近づけない場合が多く、困難が伴います。

迅速な消火活動を行うためには、日頃から消防機関相互の応援体

制を整えています。

2 人のボクサーへタイトル授与
　WBA 世界戦を 1 カ月後に控えた３月 26 日㈭、プロボクサーの好川菜々さ

んとマネジャーの野上真司さん（元 WBO アジア太平洋チャンピオン）が市

長室を訪ねてくださいました。これまで２人がボクシングを通じ、病気を患っ

た子供らを勇気づける活動などが、社会へ大きく貢献していると認められ、

WBC から『ベストカップル賞』が贈られました。２人は好川さんの名前に

ちなんで７月７日にご結婚されるそうです。おめでとうございます！
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古市南小学校

埴生小学校

ＨＡＢＩＫＩＮＯ　ＣＩＴＹ　ＴＯＰＩＣＳ・・・　　　　　　　　・・・街かどから

「人権の花」運動の実施校に感謝状の贈呈
　人権啓発活動堺・南大阪地域ネットワーク協議会主催の「人権の花」

運動において、平成 26 年度実施校の埴生小学校と古市南小学校に感

謝状と記念品が贈呈されました。

　「人権の花」運動は、チューリップの球根を協力し合って育てるこ

とを通じて、協力、感謝することの大切さを学び、生命の尊さを実感

する中で、人権尊重思想を育み、より豊かな人権感覚を身につけても

らうことを目的として実施しています。

誉田中学校新校舎竣工披露式典
　3 月 29 日㈰、整備工事中の誉田中学校で新校舎完成の竣工披露式典が行わ

れました。生徒代表をはじめ、PTA、校区内区長など多くの関係者の皆さま

にご出席いただき、新しい門出にふさわしい一日となりました。同中学校は

昭和 22 年 4 月に開校、平成 27 年度をもって創立 68 年目を迎えます。

　今回の整備工事は、平成25年6月から平成28年3月までの約3年を費やし、

施設の耐震化、老朽改築について国の補助金等を有効活用し整備。必要な教

室数を確保し、整備後の建物配置はできるだけ運動場を広くする計画です。

　また、誉田八幡宮のほか応神天皇陵や東高野街道などの歴史資源に恵まれ

た周辺環境に調和するよう新校舎の東高野街道に面する塀と校舎外壁は誉田

八幡宮の漆喰壁に合わせ漆喰調に、屋根は丸みのある金属の大屋根で覆い、

各階には同様に小さなひさしを取り付けるなど、新校舎は和風のデザインを

基調とした建物となっています。なお、整備工事は今年度末まで続きます。

桜の名所 通法寺跡で軽トラ市
　4 月５日㈰、通法寺跡で地元新鮮野菜やフルーツ、花などが販売され、訪れ

た約 600 人がお花見とお買い物を楽しまれました。また、名物とされる「源

氏鍋（豚汁）」も地元町会の協力により振舞われました。

　その他、花びらがヒラヒラと舞い散る中での大正琴の演奏や、世界文化遺産

登録を目指すバッジの作成なども人気を集めました。

こんにちはあかちゃんの写真を募集しています。詳しくは広報担当まで〔内線 3330・3340〕
 E-Mail  kouhou@city.habikino.lg.jp

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 高 鷲
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々子ちゃん
平成 26 年 3 月 25 日生まれ

元気にすくすく大きくなーれ！
母親の美智子さん撮影

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は び き の

        煌
こうせい

晟ちゃん 平成22年7 月18 日生まれ   宮
み や た

田
  　　 凱

かいせい

晟ちゃん 平成26年5 月27 日生まれ

元気な 2 人の笑顔が大好きだよ ! ！
母親の沙和子さん撮影

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 誉 田

西
にし

　莉
り

菜
な

ちゃん
平成 26 年 2 月 14 日生まれ

笑顔いっぱいの優しい女の子になぁ～れ！

父親の陽平さん撮影

あ
か

こ
ん
に
ち
は

あ
か
ち
ゃ
ん
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主な公共施設

羽曳野市の宣言
○交通安全都市宣言　○非核平和都市宣言
○人権擁護都市宣言　○健康都市宣言
○青少年健全育成都市宣言

羽曳野市役所
☎958-1111　℻958-0212

（老人福祉センター・
　　公民館・図書館）

支　所

羽曳野市民会館

LICはびきの
（生活文化情報センター）
はびきのコロセアム

市民体育館（西浦）

陵南の森総合センター

陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）

ＭＯＭＯプラザ

丹治はやプラザ

石川プラザ

保健センター
（休日急病診療所）
人権文化センター

青少年児童センター

白鳥児童館

青少年センター

エコプラザはにふ

時とみどりの交流館
（峰塚公園管理棟）
道の駅 しらとりの郷・羽曳野
総合棟(休業日毎週木曜日・年末年始）
子育て支援センターふるいち

子育て支援センターむかいの

向野老人いこいの家

給食センター

社会福祉協議会

シルバー人材センター

柏原羽曳野藤井寺消防組合

羽曳野警察署

藤井寺保健所

藤井寺郵便局

柏羽藤環境事業組合

クリーンピア21（火曜日休み）

☎955-0583　
℻930-2144
☎958-2311　
℻958-2312
☎950-5500　
℻950-5505
☎937-3123　
℻937-3124
☎958-2340　
℻958-3614
☎952-2751　
℻952-1303

☎931-1900　
℻931-2112
☎957-5553　
℻957-5580
☎937-2355　
℻937-2388
☎950-2002　
℻958-9110
☎956-1000　
℻956-1011
☎955-4556　
℻955-7042
☎952-0032　
℻937-8580
☎957-4900　
℻957-4900
☎958-0050　
℻956-7867
☎959-3567　
℻959-3568
☎942-6647　
℻942-6647
☎957-6900　
℻957-6910
☎958-3308　
℻958-3350
☎953-6361　
℻953-6361
☎952-0033　
℻952-0033
☎958-2306　
℻958-1082
☎958-2315　
℻958-3853
☎959-0555　
℻959-0333
☎958-0119　
℻958-9900
☎952-1234　
℻952-2531
☎955-4181　
℻939-6479
☎954-2601　
℻938-8591
☎976-3333　
℻976-3331
☎975-2580　
℻975-2577

新築・増築家屋の実地調査
　新築・増築された家屋の固定資産税額を算出するため、実地調査を行っています。
　家屋全体（収納スペースを含む）が調査の対象となりますので、ご理解とご協力をお
願いします。なお、登記申請をされずに家屋を新築・増築・取壊したときは、届出書の
提出が必要です。
※実地調査は、事前に日程を通知した上で、身分証を携帯した評価補助員（税務課職員）が行います。
　不審に思われたときは、身分証を確認していただくか、税務課までお問い合わせください。

問合せ　税務課固定資産税担当　☎ 958-1111　内線 1550

固定資産税台帳の縦覧・閲覧
「縦覧」…固定資産税納税者が、市内の土地・家屋の評価額を縦覧帳簿にて確認でき
　　　　る制度です。ただし、土地のみを所有している納税者は家屋価格等縦覧帳簿
　　　　を、また家屋のみを所有している納税者は土地価格等縦覧帳簿をご覧いた
　　　　だけませんのでご注意ください。
　　　［縦覧できる方］
　　　●固定資産税の納税義務者本人もしくは納税管理人
　　　●代理人で納税義務者本人と同居の親族（住民票で同一世帯）の方
　　　●上記以外の代理人で委任状を有する方
　　　期間・時間　４月１日～６月１日（土・日・祝日を除く）９:00 ～17:30

「閲覧」…納税者本人が所有する土地・家屋、または借地人・借家人が賃借権などの目
　　　　的である物件に限り固定資産税台帳を閲覧できる制度です。
　　　［閲覧できる方］
　　　●上記の「縦覧できる方」の要件を満たす方
　　　●借地、借家人で当該借地・借家部分の賃貸借関係を確認できる書類を有する方
　　　●固定資産の処分をする権利を有する方
　　　期間・時間　平成 28 年３月31日まで（土・日・祝日を除く）９:00 ～17:30

  ※縦覧、閲覧申請には本人であることを確認できる書類（運転免許証・納税通知書など）と認印を
　   ご持参ください。なお、法人名義の所有の場合は、委任状が必要です。

受付・問合せ　税務課固定資産税担当　本庁１階⑨⑩窓口
　　　　　　　☎ 958-1111　内線 1550　

縦 覧
 ［土地］所在地番・地目・地積・評価額
 ［家屋］所在地番・家屋番号・種類・構造・床面積・評価額・建築年

閲 覧  上記の縦覧できる記載内容のほか、課税標準額・税額

障がい者に対する軽自動車税の減免
　一定の要件に該当する身体障がい者、知的障がい者または精神障がい者の方は、申
請により軽自動車税の減免を受けることができます。なお、減免できる車両は、障がい
者１人につき１台です。普通自動車で減免を受ける場合は、軽自動車税では減免を受
けることができませんのでご注意ください。なお、普通自動車で減免を受けられる場合
は、南河内府税事務所へお問い合わせください。
申請期限　６月１日㈪
必要書類　障がい者手帳、車検証、印鑑、運転免許証
※以前に申請いただいている方については、別途送付します減免申請書（継続用）をご提出
　ください。（郵送可）

問合せ　税務課総務担当　☎ 958-1111　内線 1570・1571

都市計画案の縦覧
　世界遺産登録をめざす古市古墳群の緩衝地帯に予定の高度地区、景観地区の都市
計画決定について、その案の縦覧を都市計画法に基づき行います。また、市民および
利害関係者は、期間満了までに案について意見書を提出することができます。
期間　５月11日㈪～ 25 日㈪までの２週間
意見書提出・問合せ　 都市計画課　☎ 958-1111　内線 2572
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旧（平成 26 年 4 月～
平成 27 年 3 月） 新（平成 27 年 4 月～）

１級  49,900 円  51,100 円
２級  33,230 円  34,030 円

旧（平成 26 年 4 月～
平成 27 年 3 月） 新（平成 27 年 4 月～）

全部支給  41,020 円  42,000 円
一部支給  41,010 円～ 9,680 円  41,190 円～ 9,910 円
２人目  5,000 円  5,000 円

３人目以降  3,000 円  3,000 円

児童扶養手当 特別児童扶養手当

４月から児童扶養手当額・特別児童扶養手当額が改正されました
　改正後の手当額での定期払いは８月以降となります。

問合せ　こども課　☎ 958-1111　内線 1223　☎ 947-3836（直通）

就学援助申請受付
　経済的な理由により、羽曳野市立小・中学校への就学が困難になっている児童生徒
を抱える保護者に対して、学用品費などの一部を援助する就学援助申請の受付を５月
から開始します。
受付　５月１日㈮～ 29 日㈮（土・日・祝日は除く）９:30 ～17:00
　　　 ※受付期間終了後に申請した場合、援助費は減額されて支給されることになります。

場所　児童生徒の在籍小・中学校、 学校教育課（市役所別館３階）
　　　 ※昨年度に就学援助の認定を受けていた方についても、改めて平成 27 年度の申請を　      
　           行ってください。
　就学援助の詳しい内容については、４月に学校で配布された「平成 27 年度就学援
　助制度について（お知らせ）」をお読みください。
問合せ　学校教育課　☎ 947‐3907（直通）

住民基本台帳カードをお持ちの方へ
《住民基本台帳カード発行終了のお知らせ》
　12 月をもちまして住民基本台帳カードの新規発行・再発行を終了します。すでに
発行済みとなっている住民基本台帳カードを含めて、住民基本台帳カードを利用した
コンビニ交付サービス・公的個人認証サービス・図書館利用サービスについては、そ
のまま有効期間の末日までご利用いただけます。

《平成 28 年１月から個人番号カードが発行されます》
　平成 28 年１月からコンビニ交付サービス・公的個人認証サービスを新たにご利用
いただく場合は、個人番号カードの発行によりご利用いただくことになります。
　なお、住民基本台帳カードと個人番号カードはその両方を所持することができませ
ん。個人番号カードの交付を受ける場合は、お手持ちの住民基本台帳カードを市へ
返還していただくことになります。※個人番号カードの初回交付手数料は無料です。

マイナンバー制度に関するお問い合わせは

☎ 0570-20-0
マイナンバー

178（全国共通ナビダイヤル）

平日９:30 ～ 17:30（土・日・祝日・年末年始を除く）
※一部 IP 電話などで上記ダイヤルに繋がらない場合は、☎ 050-3816-9405 におかけください。
※ナビダイヤルは通話料がかかります。※外国語対応（英語）は☎050-20-0291におかけください。

　納税協会・府税事務所（富田林市）
でも開催しています。
申込・問合せ　近畿税理士会 富田林
　支部事務局　☎ 0721-25-6250
　（月～金曜日９:00 ～16:00）

税理士による無料税務相談センター
日時 ５月 20 日㈬　13:00 ～ 16:00

会場
市役所 １階税務相談コーナー

（市民相談室）
対象 一般納税者で、税理士の関与がない方

内容
口頭による所得税・相続税や経理など
に関する相談

時間 １人 30 分程度

申込
電話申込（先着順）申込状況により当
日申込も可。

大阪府域地方税徴収機構の設置
　平成 25 年度末の府税および市町村

税の収入未済額は約 940 億円にのぼ

り、税の滞納圧縮は本市においても喫

緊の課題です。そのため、「大阪府域地

方税徴収機構」を設置することにより、

本市をはじめ府内 27 市町と大阪府が

共同徴収を開始し、より積極的な滞納

整理を行ってまいります。５月より順次、

徴収機構への引継ぎを行います。

※納税に関するお問い合せや相談などは
　担当課まで 
問合せ　税務課滞納整理担当 
　☎ 958-1111　内線 1432･1433･1460

◆長期間納税が滞っている事案 
◆納税資力があるにもかかわらず納税がな
　い事案 
◆高額の税を滞納している事案など

徴収機構での取扱事案（例）

進路選択支援事業
　教育委員会では、経済的な事情などの理由により進学・就学で悩んでいる方に、各
種奨学金や貸付制度などの情報を提供し、進学・就学に向けての相談・助言を行う「進
路選択支援事業」を実施しています。奨学金制度などの活用をお考えの方は、気軽に
ご相談ください。

問合せ　学校教育課　☎ 958-1111　内線 4272

相談窓口（市立教育研究所）
日時　［毎週火曜日］９:00 ～12:00　［毎週金曜日］９:00 ～12:00、13:00 ～17:00
　　　 ※長期休業期間中（7/24 ～ 8/28、12/22 ～ 1/5）および第２火曜日、第５金曜日は相 
　 　　　 談を行っておりません。
会場　LIC はびきの２階　☎ 958-7867

大阪府から自動車税の納期限　
　自動車税の納期限は、６月１日㈪
です。納税通知書に記載の金融機関
は、郵便局、コンビニエンスストア、
クレジットカード（インターネットによ
る手続き）で納期限までに納めてくだ
さい。
問合せ　大阪府自動車税コールセンター

　☎ 0570-0
ふ ぜ い コ ー ル

20156

大阪府広報担当副知事
「もずやん」
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国民健康保険・後期高齢者医療
『休日窓口・夜間窓口』
　国民健康保険料・後期高齢者医療
保険料の納付相談について『休日窓口・
夜間窓口』を開設します。

会場・問合せ　保険年金課 
　☎ 958-1111  内線 1750・1751

日程 時間
日曜
窓口 ５月 17 日㈰・24 日㈰ 10:00 ～ 15:00

夜間
窓口

５月 19 日㈫・21 日㈭
　    27 日㈬ 18:00 ～ 20:00

国民健康保険への加入・脱退手
続きをお忘れなく
　会社を退職された場合や社会保険の
扶養をはずれた場合など国保に加入さ
れる場合は手続きが必要です。
また、国保に加入され社会保険（被用
者保険）などに加入された場合も、国
保の脱退手続きが必要です。手続きは
加入（脱退）の事由が発生した日から
いずれも14 日以内です。
　手続きが遅れた場合、保険料は加入
の資格を得た月分から納めなければい
けません。その間にかかった医療費は
全額自己負担になります。手続きをお
忘れなく。

問合せ　保険年金課　資格賦課担当
　☎ 958-1111　内線 1760

「倒産・解雇などによる離職（特定受給資格
者）」や「雇い止めなどによる離職（特定理
由離職者）」をされた方は、届け出により（失
業時点で 65 歳未満の方）国民健康保険料が
軽減されます。詳しい内容は市役所保険年
金課までお問い合わせください。

国民健康保険料のお知らせ
　年金から保険料を納めていただいて
いる方は、２月と同じ金額を４・６・８
月に納めていただきます（通知書などは
お送りいたしません）。

問合せ　保険年金課
　☎ 958-1111　内線 1740・1760

（訂正とお詫び）

　広報４月号 P26 で、特別徴収の方は「４・
５・６月に納めていただきます。」と掲載し
ましたが誤りでした。正しくは「４・６・
８月に納めていただきます。」です。

教えて☆消費生活Ｑ＆Ａ ～消費生活相談って何？～

［消費生活相談］  毎週月・水・木・金曜日　10:00 ～ 16:00
　　                     まずは電話でお問い合わせください。産業振興課  ☎ 947-3715（直通）

市役所本庁２階に「消費生活相談室」があり、消費生活のトラブルなどについて相談を

受けています。

私たち消費者は、毎日の暮らしの中でいろいろな物やサービスを買って生活しています。

商品を使用して事故が起きたり、危ないと思ったことはありませんか？また、電話や訪

問による勧誘があって、契約トラブルになったりしていませんか？日常生活上で契約や

取引について困ったとき、取引内容に疑問があるときは、一人で悩まずすぐに消費生活

相談室にご連絡ください。

相談は電話、来所どちらでも可能です。消費生活専門の有資格者が相談を受け、問題解

決の情報提供、トラブルのあった事業者との間に入り解決のお手伝いもします。

『どんなことが相談できる？』　　　　　　　　　　　　　　　　　

  ●商品の購入・消費、サービスの利用で生じた苦情相談

  ●製品事故や消費者被害に関する相談

  ●商品やサービスについての情報、購入方法などについての相談

  ●その他消費生活全般にわたる相談

住宅用火災警報器は 10 年が目安
　住宅用火災警報器は、平成 18 年６月１日から新築住宅への設置の義務化、平成 23 年よ

り既存住宅への設置の義務化が実施されてきました。古くなると電子部品の寿命や電池切

れなどで、火災を感知しなくなることがあります。火災警報器を設置した時に記入した「設置

年月」または、本体に記載されている「製造年」を確認してください。10 年を目安にメンテ

ナンスを行うことをお勧めします。

【定期的に作動確認し、音を聞きましょう !】
　正常な場合は、メッセージまたは火災警報音

が鳴ります。音などが鳴らない場合は、電池を確認ください。それでも鳴らない場合は機

器の故障です。

問合せ　柏原羽曳野藤井寺消防組合　消防本部 予防課　☎ 958-9928

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）による緊急地震速報の訓練放送を行います
日時　５月 27 日㈬　10:15 頃
　市内の小中学校や公共施設に設置した、防災行政無線のスピーカーから、訓練用の
緊急地震速報が放送されます。放送の内容は次のとおりです。
　① チャイム → ②「こちらは羽曳野市です。ただいまから訓練放送を行います。」 → ③
　《緊急地震速報チャイム音》＋「緊急地震速報。大

お お じ し ん

地震です。大地震です。これは訓練

　放送です。」× ３回 → ④「こちらは羽曳野市です。これで訓練放送を終わります。」→ 

　⑤ チャイム

※今回の訓練では、地域内の携帯電話に対する「緊急速報メール」は配信されません。
全国瞬時警報システム（J アラート）とは？
　人工衛星を利用して政府から発信される「緊急地震速報」や「津波警報」「弾道ミサイ

ル情報」などの緊急情報を、市役所で受信し、皆様に瞬時に伝達するシステムです。

問合せ　危機管理室　☎ 958-1111　内線 2712・2713

職場の労働問題で悩んでいませんか？
　大阪労働局では、解雇・労働条件などの労働相談を、労働局および府内各労働基準監
督署に設置の総合労働相談コーナーにて伺います。

【総合労働相談ダイヤル】　平日の９:00 ～18:00　フリーダイヤル 0120-939-009
　※府内の固定電話より利用可能。府外・携帯電話からは☎ 06-7660-0072 をご利用ください。

　なお、府内 13 カ所の各労働基準監督署内総合労働相談コーナーでも平日９:00 ～
17:00 まで来庁・電話にて相談をお受けしています。
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お知らせ

春の全国交通安全運動（５月11日㈪～20 日㈬）
　今回、運動の基本として【子供と高齢者の交通事故防止】を掲げ、運動に取り組ん
でまいります。また、この期間中に下記の催しを開催します。

「春の交通安全市民大会」
　日時　５月12 日㈫　14:00 ～　会場　藤井寺市立市民総合会館 別館中ホール
　羽曳野市、藤井寺市、羽曳野警察署並びに交通安全協会など、多数の関係団体の
参加に加え、「交通事故防止活動」で優秀な成績を収められました市内小学校と地域
に対して表彰を行います。
　これを機会として、市民が【安心・安全・快適】に暮らせる街づくりの実現に向けて
より深く、「交通安全」の大切さを認識し、皆さんと共に啓発していきましょう。

「交通安全街頭キャンペーン」
　交通安全を呼びかける街頭キャンペーンを『春の全国交通安全運動』期間中の５月
15 日㈮に近鉄古市駅前と白鳥小学校および白鳥幼稚園にて行います。当日は、大勢
の方々の参加のもとに「交通ルールの徹底」と「交通マナーの向上」を呼びかけます。

《スローガン》　○横断はいくつになっても右左　○自転車はルールとマナーが両輪です
　　　　　　　○「ちょっとだけ」ちょっとで済まない飲酒事故

問合せ　道路公園課　☎ 958-1111　内線 2280

５月１日から７日は「憲法週間」です　『みんなで築こう 人権の世紀 ～考
えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～』
　一人ひとりが人間として幸せに生きるために、生まれながらに持っている固有の権利
を人権といいます。「職業選択の自由」「幸福を追求する権利」「教育を受ける権利」な
どの基本的人権は、憲法で保障されています。
　５月３日の憲法記念日を中心とする一週間（５月１日㈮～７日㈭）は憲法週間です。
　だれもが平等で明るく幸せに暮らせる社会を築くためにお互いの人権を尊重し、憲
法の精神を守り育てましょう。

《憲法週間の行事》本市では、特設人権相談などを実施します。
【街頭啓発】羽曳野市人権啓発推進協議会委員が「人権」の大切さを伝えながら、 啓発物品を
   　　　　  お配りします。
　　　　　  日時　５月９日㈯ 13:30 ～　場所　LIC はびきの（きらりはびきの会場）

【特設人権相談】毎日の暮らしの中で起こるさまざまな人権問題の解決を図るため、市内の人
　　　　　　　 権擁護委員が相談に応じます。相談は無料で、秘密は必ず守ります。
　　　　　 日時　５月 15 日㈮ 14:00 ～ 16:00　場所　市役所別館３階会議室
　　　　　 ※直接会場へお越しください。

問合せ　人権推進課　☎ 958-1111　内線 1053・1054

介護無料相談（要予約）
　介護について困ったこと、悩んでいる
ことはありませんか？介護に関する家族
の方のさまざまな悩みや思いをお聞きし、
介護の仕方や疑問点やお困りごとなどの
相談・解決のお手伝いをします。ご気軽
にご相談ください。
日時　５月 20 日㈬  13:00 ～15:00
会場　市役所別館１階（シルバー人材センター）
相談員　尾崎 幸子氏（シルバー会員）
問合せ　（公社）羽曳野市シルバー人材
　センター　☎ 959-0555

 
はびきの中学生 study- Ｏ

５月・６月の実施日程

【東教室（市役所）】
　5 月 10 日㈰・17 日㈰・23 日㈯
　　    24 日㈰
　6 月   7 日㈰・14 日㈰・20 日㈯
           27 日㈯・28 日㈰

【西教室（あいあいハウスおよび支所）】
　5 月 17 日㈰・23 日㈯・24 日㈰
　6 月   7 日㈰・14 日㈰・20 日㈯
　　    21 日㈰・28 日㈰

政策推進課特命プロジェクトチーム
☎ 958-1111　内線 3530

 中学生に勉強を教えていただける
大学生サポートスタッフを募集中！

 詳しくは市ウェブサイトまたは担当まで。

水道メータの横にある止水栓を止め、羽曳野市指定工事店に修理依頼してください。
※ 修理個所がメータより内側の宅地内の場合（蛇口など除く）修理費用は必要ですが、水道料金

の減免制度が適用される場合もあります。また、不明な点がありましたら、水道局までお問い
合わせください。

道路～水道メータの間で水が漏れているときは･･･

宅地内で水が漏れているときは ･･･
水道局まで連絡してください。水道局または委託業者が修理対応します。

パイロット

簡単な宅内の漏水発見方法
家庭内のすべての蛇口を止めた後、水道メー
タのパイロットが回っている場合は、漏水して
います。 「めっちゃおいしいやん！

                 おおさかの水」

【問合せ】水道局　☎ 958-1111　内線 5013

　４月８日㈬、三重テレビ放送の紀行番
組「ええじゃないか。」～おかげ旅行社え
え旅ツアー～の番組ロケがありました。
　今回は、映画「あしたになれば。」のロ
ケ地を巡る企画をテーマに、映画の舞台
になった羽曳野市・藤井寺市・太子町を 
リポートされました。
　地域と一体となって撮影が進められた
映画のロケ地を巡りながら、魅力あるま
ちの見どころが紹介されます。

サンテレビ

５月 23 日㈯

お昼 12:00

放送 !!

問合せ　政策推進課
　☎ 958-1111　内線 3513

▲番組撮影の様子
　（杜本神社：羽曳野市）
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犬や猫を飼われている方へ隣近
所・地域に迷惑をかけないで
　フンや尿などの生活環境被害の苦情
が多く市に寄せられています。

【猫の飼い主の方へお願い】
●フン、尿は自宅の決まった場所で　
　させるようしつけましょう。
●地域猫と間違われないように首輪　
　をつけましょう。
●地域猫などを増やさないためにも　
　不妊去勢の手術を行ってください。

【飼育されていない鳥類・小動物など  
への餌やりによる被害について】
● 鳥類・小動物などへの餌やりにより、

その周辺にすみつき、フン・尿・ご
みが荒らされるなどの被害が起こっ
ています。

【犬の飼い主の方へお願い】
●しつけをしっかりとしましょう。
● 散歩などをするときは、犬を制御で

きる人が綱やリードを付けましょう。
フンは持ち帰り、飼い主が責任をも
って処理しましょう。また、他人の
迷惑となる場所で尿をさせるのは止
めましょう。

【飼い犬が人を噛んだとき】
● 飼い主は動物管理指導所（藤井寺分

室）に必ず届け出てください。
　☎ 937-1101
　※◎犬の譲渡、犬猫の引取り
　　◎ペット動物に関する相談
　　◎適正飼養の普及啓発  など

問合せ　環境衛生課
　☎ 958-1111　内線 2842

柏羽藤環境事業組合のごみ焼却工場（柏羽藤クリーンセンター）等から
排出されるダイオキシン類濃度（排ガス・ばいじん・排水）の平成 26 年
度測定結果

※１ng（ナノグラム）は、10 億分の１ｇです。※１pg（ピコグラム）は、１兆分の１ｇです。
※ TEQ（毒性等量）：ダイオキシン類には 210 種類の異性体をもつ化合物群があり、そのうち毒性が
　あるとみなされているのは 29 種類です。この内で最も毒性の強い２，３，７，８-TCDD( 四塩化ジベ
　ンゾパラジオキシン ) の毒性を１とし、他のダイオキシン類の仲間の毒性の強さを換算した毒性等
　価係数 (TEF) を用いてダイオキシン類の毒性を足し合わせた値を毒性等量 (TEQ) として用います。
市民の皆様には今後ともごみの減量にご協力くださいますようお願いします。

問合せ　柏羽藤環境事業組合　☎ 976-3333

測定箇所 排出基準 測定結果 採取日 測定機関
１号炉

1 ng-TEQ/ ㎥ N 以下
0.022 ng-TEQ/ ㎥ N H26. 7. 1

帝人エコ・サイエンス（株）

㊟ダイオキシン類対策特別措置法
施行令により、薬剤処理する場合
は基準適用外とされています。（当
組合は薬剤処理をしています。）

２号炉 0.041 ng-TEQ/ ㎥ N H26. 7.15
３号炉 0.027 ng-TEQ/ ㎥ N H26. 6.27
１号炉

（埋立基準）
3 pg-TEQ/ℓ 以下

0.068 ng-TEQ/ ｇ H26. 7. 1
２号炉 0.0082 ng-TEQ/ ｇ H26. 7.15
３号炉 0.023 ng-TEQ/ ｇ H26. 6.27

ダスト
処理灰 ㊟ 2.8 ng-TEQ/ ｇ H26. 6.27

下水道
放流水 10 pg-TEQ/ℓ 以下 0.00039 pg-TEQ/ ℓ H26. 7. 2 帝人エコ・サイエンス（株）

処理水 10 pg-TEQ/ℓ 以下 0.00055 pg-TEQ/ ℓ H26.11. 5
帝人エコ・サイエンス（株）上流

1 pg-TEQ/ℓ 以下
0.058 pg-TEQ/ ℓ H26.11. 5

下流 0.18 pg-TEQ/ ℓ H26.11. 5
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“緑の募金”で街にみどりを
　地球を緑豊かにする
緑の募金に個人はもち
ろん、自治会、会社、
グループなど団体での

ご協力もお待ちしています。みどり推
進室の窓口に募金箱を設置していま
す、また５月５日（子供の日）峰塚公
園において開催の『第 40 回はびきの
市民フェスティバル』では、緑の少年
団が会場内において、緑の募金活動を
行いますので、ご協力よろしくお願い
いたします。
問合せ　（公財）大阪みどりのトラスト
　協会　☎ 06-6614-6688　
　みどり推進室　☎ 947-3707（直通）

夏の「エコオフィス運動」
　市役所では、毎年５月１日～10 月
31日の期間、省エネルギーの推進を
通じて地球温暖化防止を図るため、「節
電」「省エネ」に取り組んでいます。

《実施内容》
 ○クールビズ（軽装奨励）
 ○冷房設定 28℃　 ○昼休みの消灯
 ○エレベーターの利用自粛
 ○公用車の使用自粛、自転車の活用など

ご家庭における「節電」「省エネ」にも
ご協力をお願いします。
問合せ　環境衛生課　
　☎ 958-1111　内線 2820

「指定区域」の変更
　平成 27 年４月１日から化製場などに
関する法律に基づく「指定区域」が新し
くなりました。指定区域内で、対象動物

（犬・牛・馬・豚・めん羊・やぎ・にわとり・
あひる）を一定数以上飼養または収容す
る場合は許可が必要です。
　詳細は、ウェブサイト【大阪府 環境衛
生 指定区域】を検索。
問合せ　藤井寺保健所環境衛生課
　☎ 952-6165

広報はびきの４月号 25 ページ、介護保険
料段階表下の欄外の説明文中、次の誤りが
ありました。

（正） 世帯は平成 27 年４月１日の状況 で
判断します。平成 27 年４月２日以降
に羽曳野市に ･･･

　☎958-1111　内線1370  【高年介護課】

タカラダニにご注意
　５月頃から初夏にかけて建物の外壁
やベランダなどに体長１mmくらいの赤
色のムシ（タカラダニ）が発生すること
があります。マダニのように血は吸いま
せんが、つぶすと赤い液体が洗濯物など
に着き赤いシミになるのでご注意くださ
い。梅雨の時期が過ぎると自然と発生が
見られなくなるのが特徴です。
問合せ　大阪府藤井寺保健所
　環境衛生課　☎ 952-6165

屋外広告物の安全配慮にご協力
ください
　屋外広告物の設置や管理が適切に行
われないと、老朽化や自然災害による落
下事故などで、通行人に危害を及ぼすか
もしれません。
　また、設置には許可が必要な場合が
あります。未許可物件は、新ルール適用
時の「経過措置」を受けられませんので、
適正な管理とともにご注意ください。
問合せ　都市計画課
　☎ 958-1111　内線 2572

不登校と登校しぶりの親の会
～同じ悩みを持つ親の集まり～

　ひとりで悩まないで、一緒に話して、聞
いて、そこから何かが見つかると信じて。
気軽にご参加ください。
日時　毎月第２水曜日　13:30 ～17:00
　（８月・１月は休み）
会場　LIC はびきの２階
        教育研究所　第２実習室
問合せ　小池　☎ 955-9555
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募　集

羽曳野市嘱託員の募集
　次のとおり、市立保育園の嘱託員を募
集します。受験資格、試験内容などにつ
いては、５月１日㈮から配布する募集要
項でご確認ください。
職種　業務員　１人程度
対象　調理師免許を有するもの
応募　５月７日㈭～18 日㈪
試験日　５月 24 日㈰
募集要項配布・申込・問合せ
　こども課　本庁１階
　☎ 958-1111　内線 1230

留守家庭児童会の補助員
（日々雇用）募集
　学童保育にて学校から帰ってくる児童
の安全を守り、放課後を共に過ごしてく
れる補助員を募集します。
定員　15 人程度
対象　高校卒業以上～ 65 歳以下の方
賃金　時給1,010 円
　※社会保険、福利厚生会の加入なし
勤務　基本平日12:45～17:45（５時間）
問合せ　社会教育課　☎ 958-1111
  内線 4510・4520

会場　市民会館 ４階研修室　対象　20 歳以上の市内在勤・在宅で初心者の方。
定員　14 人（応募多数の場合は、抽選）　費用　３回1,300 円（テキスト代含む）
使用ソフト　Windows7、Word2010
 申 込　往復はがきに、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、電話番号（無記入無効）、

　　生年月日、返信面の表面に郵便番号、住所、氏名を明記し、５月15 日㈮　
　　必着でご応募ください。

　　　〒 583-8585 誉田 4-1-1  羽曳野市社会福祉協議会気付  羽曳野 IT サポート会宛
問合せ　羽曳野 IT サポート会 本田　☎ 939-3733  携帯 090-5169-9031
　　　  ※個別相談会もございます。

6 月 4 日㈭ 13:30 ～ 16:30 表やグラフを使った報告文書の作成

6 月 11 日㈭ 13:30 ～ 16:30 楽しい想い出アルバムの作成（写真や図形の挿入と編集ほか）

6 月 18 日㈭ 13:30 ～ 16:30 我が家のお料理 BOOK（オリジナルレシピの作成）

「パソコン講座“ワードで作ろうオリジナル作品”」受講者募集 羽曳野 IT サポート会

定期救命講習 AED（自動体外式除細動器）の使用方法を含めた応急手当など
日時　６月13 日㈯　13:30 ～16:30　　会場　藤井寺市立市民総合体育館
定員　30人 先着順
申込　講習日の１カ月前の９:00 から電話にて受け付け。
　　　※受講後に修了証を発行いたします。
問合せ　柏原羽曳野藤井寺消防組合　消防課　救急係　☎ 958-9937

羽曳野市プレミアム付き商品券　取扱加盟店募集中 !!
　消費の喚起と商店の販売促進により、消費拡大と経済の活性化を図るため、「羽曳野市プ
レミアム付き商品券」を使える加盟店を募集します。

【申込方法】　
　第１次　５月 20 日㈬まで
 　　　　 （第１次で申し込まれると、折込チラシなどに加盟店として掲載予定）
　第２次　現在未定。決まりしだいお知らせします
 　　　　 （第２次以後の場合、羽曳野市商工会ウェブサイトなどで加盟店情報掲載予定）
　　※第１次、第２次ともに加盟登録料は無料
　申　込　取扱加盟店登録申込書などの必要書類を添えて申し込みください
　　　　　（郵送可：締切日消印有効）
　申込・問合せ　
　　●羽曳野市商工会
　　　〒 583-0854　羽曳野市軽里 1-1-1 LIC　はびきの１階　☎ 958-2331
　　●地域消費喚起推進プロジェクトチーム
　　　〒 583-8585  羽曳野市誉田 4-1-1  市役所本庁２階　☎ 947-3725（直通）

金融・経済講演会　「これからの強い家計の作り方」
日時　７月１日㈬　19:00 ～ 20:30
会場　大阪銀行協会 ７階 大会議室（大阪市中央区谷町 3-3-5）
講師　家計再生コンサルタント・株式会社マイエフピー代表取締社長　横山 光昭氏
費用　無料　対象　府民一般　定員　200人
申 込・問合せ　はがきまたは FAX でお申し込みください。記載事項①７月１日②郵便

番号③住所④氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ）⑤年齢⑥電話番号⑦この講演会を何で知りましたか？
　※応募者の個人情報は、当委員会が責任をもって管理いたします（当講演会入場券の
　　作成。発送、照会対応に利用します）。
　〒 530-8660 大阪市北区中之島 2-1-45 日本銀行大阪支店内 大阪府金融広報委員
　会事務局　☎ 06-6206-7748　FAX 06-6233-6080
主催　大阪府金融広報委員会　後援　大阪府、金融広報中央委員会

青少年センター
伝統芸能体験教室「日本の伝統
楽器にさわってみよう」開催
　日本の伝統文化に気軽に接してもらう
ことを目的に、次の教室を開催します。
　お琴や尺八で妖怪ウォッチやアナ雪な
ど身近な曲を演奏してみましょう。
期間　５月下旬～９月　隔週水曜日 　
　　　16:00 ～17:00
対象　小学４年生～中学３年生
定員　５人　費用　参加料無料
受付　５月９日㈯から直接来館もしくは
　電話にて受け付けます。
締切　５月15 日㈮
　※教室日程など詳細はお問い合わせ
　　ください。
受付・問合せ　青少年センター（古市複
　合館２階）☎ 958-0050・休館日㈪㈫
　社会教育課  ☎ 958-1111  内線 4460



28 −はびきの　2015.5.1−

講　座 市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp

　パソコンが初めての方、新しくパソコ
ンを買ったが使い方が分からない方大歓
迎です。受講者１人に１人の講師が専属
で講習します。いつからでも受講できま
す。電話でお問い合わせください。

コース 内　容

①
ワードの基礎から
応用とインターネ
ット（希望者のみ）

文字入力、文書、はがき、 
表（住所録・名簿）の作
成など。リクエスト対応。
スキルアップも可能です。

② エクセルの
基礎から応用

表、データ、グラフ、家
計簿、 住所録、表計算、
関数計算など 。リクエス
ト対応。スキルアップも
可能です。

③ デジカメ
デジタル写真取込み、加工。
写真を入れた文書、はがき
の作成。

④ パ ワ ー ポ イ ン ト
（2013）入門

写真や文章に音楽やナ
レーションを入れスラ
イドショーに。

費用　①②受講料（テキスト代込）
　　　　10,000 円（２時間×５回）
　　　③④受講料（テキスト代込）　
　　　    2,000 円（２時間×１回）
時間　９:30 ～11:30、12:30 ～
　　　14:30、15:00 ～17:00
　　　（時間相談可）
　 　　※土・日曜日、祝日は休みです。
問合せ　陵南の森生きがい情報センター内
　河内飛鳥 UNIC 会　☎ 931-1900

マンツーマンパソコンセミナー
パソコンサークルステップ「春のパソコン・スマートフォン特別講座」受講者募集
　パソコン初心者、買い替えで使い方が良くわからない方、ワード・エクセルの基礎
から学んでみませんか？また、スマートフォンでのアプリの取り方など実践に役立つ
講座も開催致します。お気軽にご参加ください。

定員　各講座 12 人　先着順
費用　ワード・エクセル講座各 6,000 円（テキスト代 500 円含む）・スマートフォン
　　　講座 1,500 円
持物　ノートパソコン・スマートフォン（レンタル可。台数制限有。お申し込み時にご
　　　予約ください。）各種パソコン講座を開催中です。
申込・問合せ　パソコンサークルステップ　山田　携帯 090-6608-5799

スマートフォン講座実践編  ５月 29 日㈮　13:30 ～ 15:30  市民会館 4 階 研修室

ワード入門講座（5 回）
 ５月８日 15 日・22 日・29 日・６月５日 
 毎週金曜日 10:00 ～ 12:00

 LIC はびきの
 3 階　小会議室

エクセル入門講座（5 回）
 ６月 12 日・19 日・26 日・７月３日・10 日 
 毎週金曜日 10:00 ～ 12:00

 LIC はびきの
 3 階　小会議室

「ボランティア パソコン講座」受講者募集（パソコン交流館）

会場　市民会館 ４階第９会議室　定員　各講座 ４人
費用　1,800 円（1回 600 円）を初回に一括でお支払いください。
　　　テキスト込み ⑤⑥の講座は 1,200 円。途中欠席されても返金いたしません。
申 込　①～⑥の講座（複数可）電話で申し込みください。
問合せ　パソコン交流館　国沢　☎ 956-4197　携帯 090-3725-2528
　　　　※その他の講習も対応できる場合がありますご相談ください。

①ワード活用講座  5 月 11 日㈪・18 日㈪・ 25 日㈪   9:30 ～ 11:30
②エクセルマクロ VBA 活用講座  5 月 11 日㈪・18 日㈪・ 25 日㈪     14:00 ～ 16:00
③エクセル入門講座  5 月 12 日㈫・19 日㈫・ 26 日㈫   9:30 ～ 11:30
④エクセル活用講座  5 月 12 日㈫・19 日㈫・ 26 日㈫ 14:00 ～ 16:00
⑤名刺・各種ラベル作成講座  5 月 20 日㈬・27 日㈬   9:30 ～ 11:30
⑥デジタルアート入門講座  5 月 20 日㈬・27 日㈬ 14:00 ～ 16:00

ボランティア・市民活動わくわく講座

農園芸ボランティア養成講座
人と関わりながら農園芸が好きな方 ! 趣味を通してボランティア活動はじめませんか？

　【対象】市内でボランティア活動できる方
　【定員】10 人 ( 定員になりしだい募集終了 )  　 【講師】KNACK（ナック）
　【申込・問合せ】羽曳野市社会福祉協議会
　　　　　　　　  ☎ 958-2315（直通）　☎ 958-1111　内線 1936･1938

日時 内容 会場

５月  ８日㈮  10:00 ～ 11:30 知ろう！
ボランティアと「KNACK」について学ぶ。エコプラザはにふ

５月 15 日㈮  13:30 ～ 15:00 体験しよう①！
実際の活動場所でボランティア体験①

食とみどりの技術
センター

５月 22 日㈮  13:30 ～ 15:00 体験しよう②！
実際の活動場所でボランティア体験②

食とみどりの技術
センター

絵手紙ボランティア養成講座
絵手紙好きな方を募ります！趣味を活かしてボランティア活動しましょう。

　【対象】市内でボランティア活動できる方
　【定員】10 人 ( 定員になりしだい募集終了 )      【講師】高橋 玲子氏（個人ボランティア）
　【申込・問合せ】羽曳野市社会福祉協議会
                         ☎ 958-2315（直通）　☎ 958-1111　内線 1936･1938

日時 内容 会場

６月 10 日㈬  10:00 ～ 11:30 知ろう！ボランティアついて。 エコプラザはにふ

６月 17 日㈬  10:00 ～ 11:30 学ぼう！絵手紙の描き方について エコプラザはにふ

６月 24 日㈬  13:00 ～ 14:30 体験しよう！実際の活動場所でボランティア体験 四天王寺悲田院

知らないじゃすまされない！
相続税はこう変わる！
　平成 27 年１月１日施行の改正税法に
より、相続税の基礎控除が現行の規定
より大幅に引き下げられました。これか
らの相続税について学んでみませんか？
 ●相続税の確定申告ってなに？
 ●申告って何をどうしたらいいの？
 ●相続税は「誰が」「どれだけ」「いつ　 
　 までに」「どうやって」払うの？
 ●相続税の計算ってどうやるの？
 ●相続財産の評価はどうやるの？
 ●今からでもできる対策は？
 ●遺言書は必要？
　改正された相続に関するさまざまな疑
問を税理士が分かりやすく解説します。

「相続税対策無料セミナー」
日時　５月 12 日 14:00 ～　費用　無料
会場　市役所別館３階会議室
定員　先着 50 人　申込　当日受付
講師　税理士　谷口  哲也氏
問合せ　近畿税理士会富田林支部事務局
　☎ 0721-25-6250
　㈪～㈮９:00 ～ 16:00
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講　座

白鳥児童館だより５月の事業   翠鳥園 2-9-101 　☎・ＦＡＸ957-4900 　

 時間　９:00 ～ 17:30　休館日　日曜・祝日・12 月 29 日 ～１月３日
 対象　小学生と保護者同伴のおおむね１歳以上の幼児 
 申込　電話での受付は、申し込み日の９:00 から

11 日㈪
10:30 ～ 11:30

 絵本のへや（絵本・紙芝居など）
18 日㈪  絵本のへや（絵本・紙芝居など）と野菜の苗植えをしよう！

16 日㈯

9:30 ～ 11:30
 〔トライルーム〕ビー玉ころがしゲーム作り
 ［対象］1 ～ 3 年生［定員］先着 15 人
 ［申込］5 月 2 日㈯ ～ 15 日㈮（電話のみ）

14:00 ～ 16:00
 〔チャレンジルーム〕オリジナル消しゴム作り
 ［対象］4 ～ 6 年生  ［定員］先着 15 人 ［費用］100 円
 （当日持参）［申込］5 月 9 日㈯ ～ 15 日㈮（電話のみ）

20 日㈬ 15:30 ～ 16:30  将棋であそぼう
30 日㈯ 14:00 ～ 15:00  グラウンド・ゴルフ（雨天中止）

ひとり親家庭等のための就業支
援講習会受講生募集

（社福）大阪府母子寡婦福祉連合会で
は受講生を募集しています。

［パソコン初級～３級資格取得講座］
日時　６月 20 日㈯～９月 26 日㈯
　（8/15 は休み）全 14 回 土曜日　　
　10:00 ～16:00　
対象　母子家庭の母・父子家庭の父・寡婦
定員　20人　 費用　教材費 9,000 円
会場　大阪府谷町福祉センター
受付　５月 20 日㈬（当日消印有効）まで
　往復はがきに講座名・住所・氏名・年
　齢・職業・電話番号（自宅・携帯）受
　講動機・以前当連合で受講した講座
　名（該当者のみ）・保育（２歳～就学
　前）の有無を記入の上、下記までお
　申し込みください。応募多数の場合は
　抽選です。
申込・問合せ　〒 540-0012　大阪市
　中央区谷町 5-4-13　大阪府谷町福
　祉センター内　大阪府母子家庭等就
　業・自立支援センター　
　☎ 06-6762-9498　

青少年児童センターだより ５月の事業  向野 3-1-33　☎ 952-0032　ＦＡＸ937-8580
　※定員のある事業については、５月１日㈮から（９:00 ～ 17:00、日・祝は除く）受付します。
　　先着順のため定員になりしだい締め切ります。
　　幼児については、保護者同伴でお願いします。必ず上靴を持ってきてね！

日時 事業名 内容
 2日㈯・9日㈯ 16日㈯・

23 日㈯・30 日㈯
15:00 ～ 17:00

子ども
広場

【将棋広場】～初めての人・興味を持った人は、気軽に参加してください～
[ 対象 ] おおむね小学１年生～６年生
※開催日が変更になる場合があります。

9 日㈯
10:00 ～ 11:30

小学生
体操
教室

【小学生 体操教室】 ～マット・跳び箱・平均台・ボール運動など～
[ 講師 ] 体育文化指導協会 [ 対象 ] 小学１年生～６年生 
[ 場所 ] 青少年児童センター体育館　[ 定員 ]30 人程度
※人数把握のため、参加希望の方は、電話での申し込みをしてください。

21 日㈭
10:00 ～ 11:30

子育て
セミナ

ー

【親子体操】～親子で楽しく体を動かそう！～
[ 講師 ] 山本尚明氏（体育文化指導協会） 
[ 場所 ] 青少年児童センター体育館
[ 持物 ] 水筒・タオル・着替え・親子とも体育館シューズ
※定員はありませんが、初めての方は事前に申込が必要です。

23 日㈯
10:00 ～ 11:30

おもしろ
教室

【フィルビー】 ☆おもちゃ作り☆
～ビー玉を勢いよくとばして、的に命中させて遊ぼう～
[ 対象 ] 幼児と小学生（ただし、小学１年生までは保護者同伴） 
[ 持物 ] なし　[ 定員 ]15 人

家庭園芸セミナー
 ［症状からわかる ! 家庭菜園の害虫と
   病気、その対策］
日時　５月15 日㈮　13:30 ～15:30
会場　食とみどり技術センター 講堂
定員　100人　費用　無料
問合せ　同センター　☎ 979-7070　

講座 日時 定員 申込（土・日除く） 講師
可愛い夏のリースづくり  5 月 29 日 ㈮ 13:30 ～ 15:30 15 人 5 月 14 日㈭～ 20 日㈬ 田辺 加代氏
苔玉づくり  6 月 11 日 ㈭ 13:00 ～ 15:00 10 人 5 月 14 日㈭～ 29 日㈮ 小川 鈴子氏
プリザーブドフラワー  6 月 25 日 ㈭ 13:00 ～ 15:00 8 人 5 月 14 日㈭～ 6 月 12 日㈮ 西埜植 杏苑氏

費用　各講座 1,500 円（欠席されても参加費は返金できません。） 
　　　※定員になりしだい締め切ります。代理申込の受付可（電話は不可）

人権文化センター園芸教室受講生募集
［会場・申込・問合せ］　人権文化センター（向野 2-9-7）☎ 955-4556

男女共生セミナー「パパといっしょにベビーマッサージ」受講者募集
　歌に合わせたふれあい遊びやオイルを使って赤ちゃんを優しくなでてあげるベビーマッ

サージなど、パパのためのセミナーです。温かい手で赤ちゃんに愛情をたっぷり伝えてみ

ませんか？

日時　６月14 日㈰ 10:30 ～12:00　　会場　市役所別館２階 健康ライフ訓練室

講師　北川 浩美氏（ＮＰＯ法人関西アロマセラピストフォーラム ラヴィングベビータッチ講師）

対象　○概ね生後３カ月（首すわり期）～10 カ月（ハイハイ期）の赤ちゃんと父母

　　　○父と赤ちゃんのみの参加も可　○市内在住・在勤・在学の方

定員　10 組（先着順）　　費用　1,000 円（教材費込）

持物　フェイスタオル１枚、バスタオル１枚、ビニールシート１枚、水分補給用飲み物

その他　授乳、おむつ替えスペース有

申込・問合せ　５月１日㈮ 10:00 ～申込受付開始。お電話でお申し込みください。

　　　　　　　人権推進課　☎ 947-3606（直通）

子育てに苦しさを感じている親のための
「MY TREE ペアレンツ・プログラム」
　子どもの心と体にダメージを与えてい
ることに悩む親への回復プログラムで
す。子どもを深く知り、より受け入れるこ
とで子どもへのかかわり方を考えます。
日時　６月８日～９月 28 日の月曜日
　（7/20・9/21は除く）と12 月14 日㈪、
　３月７日㈪の全 17 回
　10:00 ～12:30
会場　富田林市立人権文化センター　
　※無料保育あり（要予約）
費用　無料　定員　10人
申込・問合せ　富田林市人権協議会   
　☎ 0721-24-3700
　FAX0721-25-5952 
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【歌声くらぶ】　講師　喜多　光三氏　費用　510 円 （初回のみ 1,230 円 歌集込み）
［市民会館］5 月 12 日㈫ 10:00 ～ 11:30 　［石川プラザ］5 月 19 日㈫ 13:00 ～ 14:30　 ［丹治はやプラザ］5 月 26 日㈫ 14:00 ～ 15:30 

自彊術教室
日時　5 月 27 日（無料体験）、6 月 3 日・10 日 ･17 日 ･24 日㈬ 15:00 ～ 16:15
講師　白樫 房子氏　費用　1,540 円　申込　窓口にて随時受付。定員になりしだ
い締切り。

男の料理教室
日時　5 月 10 日㈰ 10:00 ～ 13:00　講師　羽曳野市食生活改善推進協議会
費用　1,100 円（材料費）　定員　16 人　受付　4 月 19 日㈰　10:00 ～
締切　5 月 5 日㈫まで（4 人以下は開催中止）

巻絵手紙教室　お詫びと訂正 4 月号に掲載した日程が変更になりました。
日時　4 月 27 日、6 月 22 日、8 月 24 日、10 月 26 日、12 月 14 日、2 月 22 日㈪ 

フラダンス教室（1期）
日時　5 月 12 日 ･19 日 ･26 日、 6 月 9 日 ･16 日 ･23 日㈫［初心者コース］9:30 ～
10:30［ステップアップコース］10:35 ～ 11:35　講師　田中 千恵氏　定員　各コース
25 人 ※申込状況は施設にお問い合わせください。　費用 　4,110 円

ヨーガ教室（夜の部）
日時　5 月 14 日（無料体験）･21 日、6 月 11 日 ･18 日 ･25 日㈭ 19:00 ～ 20:30
講師　武田 純子氏　費用　2,310 円　申込　窓口にて随時受付。定員になりしだ
い締切り。

男の料理教室
日時  6 月 14 日㈰ 10:00 ～ 13:00　講師  羽曳野市食生活改善推進協議会
費用  1,100 円　定員  6 人　受付  5 月 31 日㈰ 10:00 ～　締切  6 月 9 日㈫まで

フリーマーケット　
日時　6 月 14 日㈰ 10:00 ～ 13:00　定数 12 ブース
申込　5 月 17 日㈰ 11:00 ～　定数になりしだい締切ります。　費用　1,540 円

パソコンマスター教室　初心者から中級者まで親切丁寧に教えます。（モバイル
通信使用 / 木曜午後～・土曜）
日時　毎週㈪㈭㈯ ① 9:30 ～ 10:45  ② 10:55 ～ 12:10 ③ 14:00 ～ 15:15  
④ 15:25 ～ 16:40 ⑤ 18:00 ～ 19:15 ⑥ 19:30 ～ 20:45（③④⑤⑥は木曜のみ）
講師　 NPO 法人きんきうぇぶ　コース　ワード、エクセル、その他
費用　5 回 6,170 円（チケット制）　申込　窓口にて随時受付。

かるがも教室　初心者向け、体験型のお試し教室として実施します。
　※かるがも教室は、準備・片付けの時間を含みます。申込受付期間は、各教室
　　開催日の 3 週間前 10:00 ～ 1 週間前までです。
◆フリースタイルジャズ　幼稚園園長～小学校低学年対象
　音楽に合わせヒップホップやジャズダンスのノリをミックスした基礎を練習し
　ます。日時 5 月 15 日㈮ 9:30 ～ 11:00  申込 5 月 8 日㈮まで  定員 20 人  費用 
　510 円 
◆シェイプアップストレッチ
　やさしいストレッチで柔軟性を養い、しなやかでメリハリのあるボディを目指
　します。日時 ① 5 月 13 日㈬ ② 5 月 27 日㈬ 16:00 ～ 17:00　申込 ① 5 月
　6 日㈬まで ② 5 月 6 日㈬～ 20 日㈬まで　定員 20 人　 費用 510 円　
6 月の教室案内
◆チャレンジ英語教室
　小学生の子供さんを対象に歌や劇を交えて楽しく英語を学びます。
　日時 6 月 10 日㈬ 15:30 ～ 17:00　申込 5 月 20 日㈬～　 定員 15 人　費用 
　510 円

ヨーガ教室（1期）
日時　5 月 7 日 ･14 日 ･21 日、6 月 4 日 ･11 日 ･18 日㈭ 14:00 ～ 15:30
講師　山口 康子先生　定員　45 人 ※申込状況は施設にお問い合わせください。
費用 4,620 円

ズンバダンス教室（1期）
日時　5 月 19 日、6 月 16 日、7 月 21 日、8 月 18 日、9 月 15 日㈫
15:15 ～ 16:45　講師　山下 久美子氏　定員　30 人 ※申込状況は施設にお問
い合わせください。　費用　3,080 円

フリースタイル ジャズキッズダンス　小学生・中学生対象。
日時　5 月 14 日（無料体験）21 日、6 月 11 日 ･18 日 ･25 日㈭ 17:00 ～ 18:30
講師　江崎 衣躬氏　費用　2,310 円　申込　窓口にて随時受付。定数になりしだ
い締切り。

カラオケ教室
日時　5 月 1 日（無料体験）･15 日、6 月 5 日 ･19 日㈮ 19:00 ～ 21:00
講師　大田 ひろみ氏　費用　2,055 円　申込　窓口にて随時受付。定員になりし
だい締切り。若干名募集。

教 室 受 講 生 募 集 （一財）羽曳野市施設管理公社  http://www.geocities.jp/hakanrikousha/

【教室募集にあたって】   ○申込み開始時間の時点で定員を超えた場合は抽選となります。  ○申込みは教室開催館にて、お願いします。
　　　　　　                ○費用は教室を欠席されても返金できません。  ○消費税による影響で、費用を変更する事があります。
      　      　                 ○定員に満たない場合は先着順で、定員になりしだい締切りとさせていただきます。

　 市民会館  ☎ 958-2311 　 ＭＯＭＯプラザ  ☎ 957-5553

　 丹治はやプラザ  ☎ 937-2355

　 石川プラザ  ☎ 950-2002

大型ポスター印刷受付中
店舗内 ･ 入口看板、ポスター、画像も印刷できます。長さ１m 以上の印刷可能。
幅 30 ～ 60cm まで。文字案や印刷データが入ったメモリースティックなどをお
持ちください。サイズ、書式 ･ 枚数などを確認します。使用用紙は普通紙、カラ
ー印刷可能。費用　料金１m あたり（幅に関係なく）　【白黒 2 色】200 円【カラー】
400 円 ※引渡しは翌日から 3 日後

エアロビクス教室
日時　5 月 9 日（無料体験）･23 日、6 月 6 日 ･20 日㈯  14:00 ～ 15:00　
費用　1,540 円　申込　窓口にて随時受付。定員になりしだい締切り。

「羽曳野からだ塾」開催（大阪府立呼吸器・アレルギー医療センター府民公開講座）
テーマ「それはぜん息かもしれませんよ～せき、ゼーゼー、ヒューヒュー、
　　　　苦しくないですか？～」※手話通訳があります。
日時　５月16 日㈯　14:00 ～　費用　無料
会場　大阪府立呼吸器・アレルギー医療センター２階第一会議室
講演　①分かり易い喘

ぜんそく

息の話・源 誠二郎 氏（アレルギー内科主任部長）
　　　②吸入薬と長くおつきあいするために～喘息チーム「ごっほ」の取組～
　　　　・山本多佳子看護師（６Ａ病棟副看護師長）
その他　駐車場利用可能（無料：駐車券を会場までお持ちください。）
申込・問合せ　大阪府立呼吸器・アレルギー医療センター事務局　藤原
　　　５月12 日㈫までに電話または FAX にて申し込みください。
        ☎ 957-2121（平日の９:30 ～17:00）
　　　FAX 957-6285（FAX の場合、氏名・参加人数・来院方法・連絡先を明記ください）

第２回公開講座　老いを楽しむ塾
～エンジョイ・エイジング～
日時　６月４日㈭　14:00 ～16:00
会場　コロセアム サブアリーナ
講演　動いてナンボ！
　医療法人 永広会 理事長 島田永和
実技　認知症の予防について
　理学療法士・トレーナー
　※詳細につきましては、ウェブサイト 
　　などでご確認ください。
問合せ　悠々亭 公開講座係
　☎ 953-1002

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】
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●ここまで見れる心臓 CT（高精細 CT 画像）
　１日㈮ 14:30 ～ LIC はびきの中会議室 2 階

医療講座（５月スケジュール）

●めまいは危険信号です。
　８日㈮ 14:30 ～ LIC はびきの中会議室 2 階

●おいしく食べて元気に長生き
　18 日㈪ 14:30 ～はびきのコロセアム 2 階会議室

●中高年にある女性の病気
　～更年期障害や子宮筋腫について～
　22 日㈮ 14:30 ～はびきのコロセアム 2 階会議室

●あなたの骨は大丈夫？～骨祖鬆症について～
　７日㈭ 14:30 ～市民会館 2 階会議室

●腰痛体操
　12 日㈫ 14:30 ～市民会館 2 階会議室
●脳内出血、クモ膜下出血について
　12 日㈫ 14:50 ～市民会館 2 階会議室

●高齢者の為の医療講座 認知症の方への接し方について
　11日㈪14:30～LICはびきの中会議室 2階（30人）

●女性の排尿障害 頻尿で困っていないですか？
　21 日㈭ 14:30 ～市民会館 2 階会議室

●深い睡眠が取りにくいあなたへ
　～睡眠時無呼吸症候群について～
　25 日㈪ 14:30 ～ LIC はびきの中会議室 2 階

●血糖が気になる人のお食事
　26 日㈫ 14:30 ～市民会館 2 階会議室

●前立腺と排尿について
　～おしっこの調子はいかがですか？～
　28 日㈭ 14:30 ～はびきのコロセアム 2 階会議室

問合せ　松原徳洲会病院
　　　　☎ 072-334-3400

点字教室受講生募集
　何か始めたいと思っているあなたに、素晴らしい点字の世界をご紹介します。『初めての点
訳』をご一緒に受けてみませんか。
日時　６月６日～９月19 日  毎週土曜　全 15 回　９:30 ～11:30
会場　市民会館　４階研修室　定員　10人程度
費用　無料（テキスト代 500 円）点字器は貸出します。
申込・問合せ　福祉支援課へ電話または、窓口までお越しください。
　　　☎ 947-3823（直通）  FAX 957-1238

問合せ：市民協働ふれあい課　☎ 958-1111   内線 1080

　「美味しそう。お腹が減ってきた！」と思えるほどの
作品です。ぜひ、実際にご覧になり楽しんでいただけ
ると幸いです。

［会 場］　市役所 東玄関横ギャラリーはびきの
　　　　 （ギャラリー展示室）

［期 間］　５月 31 日㈰まで【入館無料】
［開 館］　９:00 ～ 17:00（土・日も開館 ※休日は休館）

ギャラリーはびきの ちょび子のミニチュアフード展
～樹脂粘土で作る12 分の1サイズのミニチュアフード～

（上）ミニチュアフード展示作品。

⑧日本の課題 土曜日　13時00分～14時30分

5/9 持たざる国の事情～1920･30年代の日本の財政

5/16 日本における女性の就業促進という課題

5/23 「社会保障と税の一体改革」をめぐって

5/30 経済社会の多様化とルールの多様化

⑨日本社会の“近未来予想図” 土曜日　15時00分～16時30分

5/9 危機に立つ日本のものづくり

5/16 危機の時代の大学

5/23 21世紀を生きぬく力を育てる教育とは

5/30 成熟社会の住まいと地域づくり⑤「人間」と「歴史」 水曜日　13時00分～14時30分

5/13 「うた」の発生と「クニ」のはじまり

5/20 食べるのは人が先か動物が先か

5/27 人生いろいろ-出会い・学び・そして夢実現-

②「自己」について考える 日曜日　13時00分～14時30分

5/10 日本社会と日本人の「自己」

5/17 「自己」の目覚め-子どもの「自己」

5/24 「自己」の確立-おとなの「自己」

5/31 自己をみつめる心理療法（１）-精神分析、行動療法、人間性心理学における自己のとらえ方

⑦大学博物館を識る 土曜日　10時30分～12時00分

5/9 関西大学博物館　

5/16 大阪商業大学商業史博物館

5/23 追手門学院大学宮本輝ミュージアム＆大阪城スクエア

5/30 大阪芸術大学博物館

⑩『姓名文学』を読む～あなたと同姓同名の主人公 木曜日　10時30分～12時00分

5/14 村上春樹と村上龍～ペンネームと本名について

5/21 小説の登場人物名～鴎外と藤村の「小泉」 など　近代文学編

5/28 小説の登場人物名～ノルウェイの森と暗夜行路の直子など　現代文学編

はびきの市民大学　前期講座「聴講」受付けます (5 月開講分 )

前期講座の全 12 回または全 6 回講義の中から、 お好きな講義 （日） を選んで聴講してください。

お申込み
お問合せ 軽里1-1-1（LICはびきの内）

TEL：950-5503

場　　所　講座②③⑤⑧⑨⑩→LIC はびきの内施設　講座⑦→時とみどりの交流館「峰塚公園管理棟」
申込方法　電話または来館
申込期間　当該講義日の 1 週間前から前日まで、ただし、定員になり次第締め切ります。
聴  講  料　各 800 円（当日支払）

③文化による社会づくりと大阪～大坂の陣400年記念企画  日曜日　15時00分～16時30分

5/10 16世紀-世界の中のニッポン

5/17 激動の1615年・大坂-大坂の陣400年を迎えて-

5/31 中世からルネサンス、バロックにおける宗教音楽の変遷

大阪菊花会菊花講習会
　大阪菊花会主催の菊づくり講習会は
どなたでも参加できます。
会場　陵南の森総合センター２階 研修室
時 間　13:00 ～ ※講習会は無料です。

【講習日と内容】

問合せ   大阪菊花会・花川
　　　　　携帯 090-3275-6360
           道路公園課 みどり推進室
　　        ☎ 958-1111 内線 2430

第３回 ５月 24 日㈰
  大菊三枝誘引 ･ 大鉢定植 ･ だるま作り
  福助作りほか

第４回 ６月 21 日㈰
  大菊真夏の管理 ･ 柳芽の処置・
  肥料追い込み ･ 蕾の選定ほか

  大菊苗販売　５月 24 日㈰（講習会終了後）
  福助苗販売　７月 26 日㈰ 13:00 ～
  ※陵南の森 藤棚の下にて販売
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高年者敬老入浴
　65 歳以上の市民を対象に毎月１回、市

内の公衆浴場において敬老入浴を行いま

す。入浴時に対象年齢以上であることを申

し出てから入浴してください。

日時　５月15 日㈮、６月15 日㈪

利用料金　100 円

利用できる施設　古市温泉

　羽曳野温泉（6 月のみ16 日㈫）

問合せ　福祉支援課

　 ☎ 947-3824（直通）

親子ふれ愛（ふろ愛）
【5 月 3・10・17・24・31 日㈰】

　保護者同伴の子ども（小学生以下）の
市内銭湯無料入浴デー。近所のおじさん、
おばさんと同伴でもいいよ。
※ただし、日曜日が休業の場合は、前  
　日の土曜日です。

農産物展示品評会
　羽曳野市農研クラブは、春野菜（碓井
えんどうほか）の農産物展示品評会を開
催します。出品物の販売もありますので、
ぜひお越しください。
日時　５月14 日㈭　９:00 ～
会場　市役所議会棟下
出品受付　当日８:00 ～９:00
販売　品評会出品物を賞発表後、10:30
　頃より販売します。
問合せ　産業振興課内農研クラブ連絡
　協議会事務局　
　☎ 958-1111　内線 2761・2762

第 25 回こどもまつり
日時　５月17 日㈰　10:30 ～15:00
会場　陵南の森公民館（雨天は館内）
費用　入場無料　※模擬店は 10 ～
　200 円程度必要。

【前売りドラ券（１セット510ドラ）500円】
販売　５月７日㈭～15 日㈮こどもステ
　ーション・陵南の森公民館事務所　
　平日９:00 ～17:00
問合せ　NPO 法人南河内こどもステー
　ション内こどもまつり実行委員会
　☎ FAX　957-1114

羽曳野市民ウインドオーケストラ
♪ティータイムコンサート♪
日時　５月10 日㈰
　13:30 開場　14:00 開演
会場　LIC はびきの ホールＭ
プ ログラム　大序曲1812 年、RAISEOF 

THE SON、スピリティッド・アウェイ（千
と千尋の神隠しより）ほか多数

問合せ　羽曳野市民ウインドオーケストラ
　携帯 080-2447-2968
　メール habikinowind@yahoo.co.jp

はびきの女声コーラス
結成 45 周年記念演奏会
日時　５月 31日㈰
　13:30 開場　14:00 開演
会場　LIC はびきの ホール M
指揮　中野 彰　ピアノ 杉浦 満紀子

［ステージ１　日本の叙情歌を集めて］・夏の思
　い出・からたちの花・雨情幻想 ほか

［ステージ２　女声合唱組曲「心の四季］
［ステージ３　羽曳野市民ウインドオーケストラ（ゲスト）］
［ステージ４　世界の名歌・名曲を訪ねて］・愛
　の挨拶・ダニーボーイ・アムール皮の波 ほか

主催　はびきの女声コーラス
後援　羽曳野市・羽曳野市教育委員会・
　大阪府合唱連盟・南大阪お母さんコ
　ーラス連盟・羽曳野市合唱連盟
問合せ　西田　☎ 956-3576

種目 部門 性別 優勝 準優勝 ３位 ３位

ソフトテニス 中学生
男子

藤本　昇 鬼追　宰 三木　颯人 岩﨑　大典
絞谷　紀由朗 武島　圭吾 曽我部　友輔 平岡　幸宏

女子
浦野　真由 大林　亜月 阪本　遥香 筒井　美夕
尼丁　美結 田村　和香 池田　悠花子 出来　優奈

バレーボール
高校
・

一般
男子 Ｆｌａｐｐｅｒ － － －
女子 Ｆｌａｐｐｅｒ ａｍｉ － －

バスケットボール
高校
・

一般
男子 ＢＬＡＳＴ ＥＸＴＲＥＭＥ Strawberryshake 桃白白

女子 Black Strawberry ヤングドーナツ Ｄｅｖｉｌｉｓｈ ＢＩＧ　ＢＥＡＲ
サッカー 中学生 男子 峰塚中学校 河原城中学校 － －

　第 36 回羽曳野市民総合体育大会（羽曳野市・市教育委員会・市体育協会・市中学校体
育連盟主催）は、８月 31 日から平成 27 年３月 22 日まで 10 種目に分かれて、はびきの
コロセアムや駒ヶ谷テニスコート、石川スポーツ公園などで熱戦が繰り広げられました。
１月から３月中に行われた競技の入賞者の皆さんを紹介します。

 第３６回 市民総合体育大会

“グレープでマラソン”大会結果
　羽曳野市施設管理公社主催の「グレー
プでマラソン」大会が３月 26 日㈭にグ
レープヒルスポーツ公園で開催されまし
た。入賞者の皆様を紹介します。（敬称略）

１位 ２位 ３位
増田 和馬 川村 浩輔 角島 勇斗

天仁病院　看護の日感謝祭
日時　５月９日㈯　９:00 ～12:00
会場　天仁病院　※ご来院の際は送迎
　バスをご利用ください
費用　無料
内容　血圧測定、検尿検査、アロマテ
　ラピー、身長体重測定、バザー、足湯
　リハビリ作業療法体験（フラワーアレン
　ジメント）歯科衛生士による歯科検診
問合せ　医療法人愛幸会　天仁病院　
　☎ 939-8561
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スポーツ

はびきのコロセアム５月の主な行事予定

日程 アリーナ 内容
3 日㈷ メイン  大阪女性バスケットボール連盟

6 日（振休） サブ  【卓球連盟】ウーマンリー大会

7 日㈭ サブ  【卓球連盟】
 ニッセイホームマッチ

8 日㈮ サブ
 【ＷＬ連盟】
 全日本ウエイトリフテ
 ィング学生個人大会

9 日㈯ サブ
 【ＷＬ連盟】
 全日本ウエイトリフテ
 ィング学生個人大会

10 日㈰

メイン  母の日バレーボール大会

サブ
 【ＷＬ連盟】
 全日本ウエイトリフテ
 ィング学生個人大会

17 日㈰
メイン  【バドミントン連盟】

 第 40 回羽曳野市連盟杯
サブ  【卓球連盟】レイティング大会

31 日㈰ メイン  【卓球連盟】ランク別リーグ戦

市民プールアルバイト募集
　希望者は履歴書（３カ月以内に撮影した写真添付）と身分を証明できるものを持参して、
市民体育館（西浦）事務所までお越しください。
対象　18 歳から（高校生を除く）　期間　７月10 日㈮～８月 31日㈪
時間　９:00 ～18:00（休憩合計１時間）　時給　873 円
申込　５月１日㈮～ 31日㈰（９:00 ～ 21:00 市民体育館事務所にて受付）
　　　※『プール説明会』の出席が無ければ採用できません。　　
　　　※『普通救命講習』は必ず受講してください。
日程　６月 22 日㈪ 17:00 ～ 21:00（集合時間厳守）
会場・問合せ　市民体育館（西浦 1047 番地）☎ 958-2340

「グラウンドゴルフ交流会」参加者募集！
日時　５月 28 日㈭　８:30 ～15:00（予備日 29 日㈮）
会場　グレープヒルスポーツ公園　対象　市内在住・在学問わず、市外の方も受付可。
定員　144 人（４人 1 組で申込、36 組）定員になりしだい締切ります。
費用　参加費 １人 510 円（保険料含む）
申込　５月１日㈮ 10:00より所定の申込用紙に必要事項を記入の上、参加費を添えてグ
　　　レープヒルスポーツ公園事務所にて申し込みをしてください。なお、申込用紙配布
　　　場所は当公園事務所です。※電話での申し込みは受け付けできません。
問合せ　グレープヒルスポーツ公園　☎ 958-5511

少年・少女テニス教室受講生募集！
日時　５月 21日㈭　17:00 ～19:00　会場　駒ケ谷テニスコート
対象　市内在住・在勤・在学問わず、市外の方も受付可。　定員　小学生　計10人
費用　参加費　１回 1,020 円（硬式のテニス教室・保険料含む）
申込　５月 21日㈭　駒ヶ谷テニスコートにて受け付け、定員になりしだい締切ります。
　　　参加費と印鑑を持参してください。運動のしやすい服装で、ラケットはご持参して
　　　ください。雨天の場合は中止しますので、16:00 以降に駒ヶ谷テニスコートにご確
　　　認ください。
問合せ　駒ケ谷テニスコート　☎ 957-5936

グレープヒルスポーツ公園改修
工事に伴う利用中止
　改修工事に伴い平成 27 年 10 月１日
㈭から平成 28 年３月 31日㈭までグレ
ープヒルスポーツ公園を閉鎖させていた
だきます。
　また、工事の進捗状況などにより閉鎖
期間がかわる場合があります。ご迷惑を
お掛けいたしますが、ご理解ご了承をお
願いいたします。
問合せ　グレープヒルスポーツ公園　
　☎ 958-5511

第 32 回ソフトテニス連盟団体戦大会参加者募集
日時　○女子の部・男子２部 ６月７日㈰　○男子１部 ７月12 日㈰
　　　それぞれ予備日なし　９:00 ～19:00
会場　市民体育館（西浦）屋外テニスコート
対象　市内在住・在勤・在クラブの高校生以上または連盟が認めた方
部門　男子一部（高校生以上）　男子二部（40 歳以上）
　　　女子一部（高校生以上）　女子二部（40 歳以上）
　　　１チーム３ペアによる団体戦。各部門３ペアを揃えて申し込みください。
費用　１チーム 6,000 円（高校生は 4,500 円）
申込　女子の部と男子２部は、５月 27 日㈬、男子１部は、７月１日㈬までに電話かファク
　　　スで猪砂・渡辺まで。ただし、申込チーム数によっては期限までに締め切る場合が
　　　ございます。

　　　猪
いのさこ

砂　☎ 956-4788　FAX926-6996　携帯 090-3821-7547
　　　渡辺　携帯 090-5169-3089　FAX953-5318

府立支援学校のグラウンドを開放
　旧西浦高校が支援学校として運営されるにあたり、グラウンドを学校行事に支障の無い範囲
で一般開放します。なお、利用に関しては事前に学校施設使用登録が必要になります。
対象　原則として市内在住者で編成された社会人チーム
使用期間　平成 27年８月１日～平成 28 年３月 31日まで　開放施設　グラウンド
西浦支援学校　ゲートボール、グラウンド・ゴルフ
申込期間　５月７日㈭～15 日㈮までにスポーツ振興課まで
配布場所　スポーツ振興課・はびきのコロセアム・市民体育館　　
※学校施設使用団体登録をしていない団体は、１年間学校施設を利用できません。
※年度の途中登録は受け付けできませんので、必ず申し込み期間内にお申し込みください。
問合せ　スポーツ振興課　☎ 958-1111　内線 4411　

 

  はびきのコロセアム 教室参加者募集
☎ 937-3123

http://www.geocities.jp/hakanrikousha/colosseum.html

正しい歩き方教室　参加者募集
　理学療法士の先生が医学的分析によって正し
い歩き方の指導をします。
日時　５月 19 日㈫　14:00 ～ 15:30
会場　はびきのコロセアム
　　　メインアリーナ  ランニングロード
定員　先着 30 人　費用 　510 円
講師　廣岡 敬三 氏（高村病院勤務、理学療法士）
持物　運動できる服装と上靴
申込　５月５日㈫ ９:00 ～コロセアムにて受け
　　　付けいたします。
　　　※参加費を持参（電話不可・代理可）

コロセアムグラウンドゴルフ場優先開放日
　毎月第２金曜日（５月８日）を障がい者の方
に優先開放します。
利用時間　９:30 ～ 17:30 まで（１時間区分）
費用　無料（スティック、ボール貸出可）
申込　利用日の３日前までに利用予定時間、人
　数をお知らせの上、当日受付にて申請書に記
　入願います。

!!!燃

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】
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相　談 開　催　日 時　間 会　場 予　約 ・ そ　の　他

法律相談

12 日、19 日、26 日㈫、
6 月 2 日㈫

13:00 ～ 17:00
市役所  １階  市民相談室

随時予約を受付けています。専用電話（☎ 957-4000） 
1 日あたり定員８人。相談時間は 30 分。
※ 相談回数は１人、１年度１回でお願いします。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁のため、靴下を履いてお越ください。

7 日、21 日、
6 月 4 日㈭

陵南の森総合センター

行政相談 13 日㈬ 13:00 ～ 15:00 市役所  １階  市民相談室
国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。

人権相談 15 日㈮ 14:00 ～ 16:00 市役所別館  ３階  会議室 予約不要。直接お越しください。

女性相談
8 日㈮

13:30 ～ 16:30 市役所 １階 市民相談室（電話・面接）
夫婦、家族などの人間関係や夫、恋人からの暴力など女性をとりま
く悩み全般。※開催日の前日までに電話でご予約ください。

（☎ 958-1111　内線 1055）
13 日、27 日、

6 月 3 日㈬

消費生活相談
毎週㈪㈬㈭㈮
［㈷は除く］

10:00 ～ 16:00
※最終受付は 15:30 まで

市役所  ２階  消費生活相談室 まずは電話でご相談ください。（☎ 947-3715）

障害者生活相談
毎日

［㈯㈰㈷年末年始
は除く］

９:00 ～ 17:30 支援センターはる
身体または知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関するご
相談。（☎ 957-1607　 ＦＡＸ 957-1604）

８:45 ～ 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障がい児の方のご相談。（☎ 950-1530　ＦＡＸ 950-1531）
９:00 ～ 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障がい者の方のご相談。（☎ 953-0519　ＦＡＸ 953-0567）
９:00 ～ 16:00 相談支援センターホープ 精神障がい者の方のご相談。（☎ 957-2175　ＦＡＸ 957-2176）

障害者雇用相談 21 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館  １階  相談室 福祉支援課に予約。( ☎ 958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 957-1238）

育児相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 保健センター まずは電話でご相談ください。（☎ 956-1000）

教育相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
10:00 ～ 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） まずは電話でご相談ください。（☎ 958-7867）

家庭児童相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 市役所 １階  こども課 こども課に予約してください。（☎ 947-3837  直通）

ひとり親家庭相談 毎週火・金曜日 ９:15 ～ 17:00 市役所 １階  こども課 こども課に予約してください。（☎ 947-3836  直通）

育児・子育て・
児童相談

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00 ～ 17:00
子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
（ふるいち ☎ 958-3308 ・  むかいの ☎ 953-6361） 

総合相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 人権文化センター

人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要。電話または直接お
越しください。（地域人権協議会　☎ 937-0860）

就労をめざす
若者のための
無料相談会

毎月第１金曜日
14:00 ～ 17:00

市役所別館  1 階相談室
まずお電話でご相談ください。

（南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441)毎月第３金曜日 市民会館  ３階 第６会議室

心配ごと相談

東部地域
7 日・21 日㈭

13:00 ～ 16:00 市役所別館  ２階 ボランティアセンター
予約不要。直接お越しください。民生委員の皆さんが、あらゆるご
相談に応じます。（社会福祉協議会　☎ 958-2315）西部地域

28 日㈭
13:00 ～ 16:00 社会福祉協議会西部事務所

ボランティア相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:30

市役所別館  1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
（☎ 958-2315）

総合福祉相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:30

市役所別館  1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 
（☎ 958-2315）

介護相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:30

市役所別館  1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
（☎ 958-2315）

学習相談
毎日

［㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 LIC はびきの  １階 市民大学 （☎ 950-5503･ ＦＡＸ 950-5650) 市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 19 日㈫ 13:00 ～ 16:00 市役所  ２階 農業委員会事務局
前日までに予約。先着３人。

（☎ 958-1111　農業委員会事務局まで）

地域就労相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00

地域就労支援センター
（人権文化センター内および

産業振興課内）

地域就労支援センター（☎ 937-0860) または直接お越しください
（羽曳野市地域就労支援センターでは就職斡旋を行っておりません。） 
産業振興課  （☎ 958-1111　内線 2751）

相　談 開　催　日 時　間 予　約  ・  そ　の　他
青少年相談コーナー
（16～おおむね25歳）

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00 ～ 17:45
大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）を
専門の担当者がお受けします。（☎ 0721-25-1172）

青少年本人専用相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
16:00 ～ 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者が☎（06-6946-0003）と E メール（ssl@yso.or.jp）でお受けします。

5 月の相談の日程 お気軽にご相談ください（すべて無料です）
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大王のひまわりを一緒に育てま
せんか？
　応神天皇陵古墳外濠（約 200 坪）に
ひまわりの種をまいて育てます。花が好
きな方、歴史が好きな方、手伝ってくださ
る方はお越しください。今後の予定など
はその時にお話します。
日時　［種まき］５月６日㈬・９日㈯　
　10:00 ～12:00　

問合せ　四
し と よ

十四の会　細見
　携帯 080-5328-1137※四十四の会
　は古市古墳群の世界文化遺産登録を
　目指して活動する市民グループです。

風 流 韻 事 市民のみなさんの趣味の欄です

　俳句・川柳などジャンルは問いません。なお、初めての方やしばらく掲載していない方を
優先していますので、ご了承ください。また、投稿の際は、ふりがな、住所、電話番号も添
えてください。※作品、氏名などにもふりがなをお願いします。
　　　　　　　　　　   （あて先）〒 583-8585　羽曳野市役所　秘書課広報担当
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立
元　

千
代
子

啓け
い
ち
つ蟄
や　

子
ら
は
外
に
て　

大
地
踏
む　

                              

阪
口　

和
枝

夜
ざ
く
ら
を　

待
つ
莚

む
し
ろ

四
隅　

缶
ビ
ー
ル

                              

赤
石　

碧

春
本
番　

祝
儀
袋
が　

飛
ん
で
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
口　

フ
ジ

【
俳
句
・
川
柳
】

あ
な
悲
し　

孫
と
犬
つ
れ　

二
上
山

　

孫
よ
り
犬
が　

人
気
集
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

秋
山　

樹
美
子

幼
な
時
の　

な
つ
か
し
顔
に　

出
会
い
し
は

  

「
よ
う
き
ん
さ
っ
た
」「
あ
が
り
ん
さ
い
」
と

                         　

 

野
村　

美
恵
子

　
吹
く
風
や　

花
び
ら
あ
つ
め　

花
は
な
い
か
だ筏

　

歓
喜
の
声
ぞ　

魚
ら
聞
き
し
か

                             

川
崎　

照
代

春
空
に　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

ミ
ス
を
し
て

　

反
省
よ
り
も　

言
い
訳
が
先

                             

西
山　

典
子

ピ
カ
ピ
カ
の　

ラ
ン
ド
セ
ル
跳
ね　

進
む
道

　

辻
の
陰
に
は　

母
ら
立
ち
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

西
村　

真
千
子

青
い
空　

桜
の
下
で　

あ
お
ぎ
見
る

　

母
の
笑
顔
も　

久
し
ぶ
り
に
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

あ
い
子

【
短
歌
】

シニアハイキングぶらぶら会 会員募集
　遠足気分でぶらぶら歩きながら、四季の花に出会い親しみ、史跡めぐりなどを
通じて健康増進、会員相互の親睦交流を目的としているウォーキングサークルです。
○毎月第１水曜日 ９:30 ～ 埴生南老人いこいの家でその月の行き先を会員で決めます。
○ハイキングは月１回開催
費用　会費無料（通信費年額 1,000 円必要）
問合せ　田中　携帯 090-3653-5390

ベビーマッサージ＆ふれあいあそび
日時　毎月第３木曜日　①ふれあいあ
　そび ９:30 ～10:30 ②ベビーマッサ
　ージ  10:45 ～11:45
会場　LIC はびきの３階
対象　生後２カ月以降の赤ちゃん
費用　① 800 円 / 組  ② 1,000 円 / 組
問合せ　松永　☎ 933-1122

クリーンピア 21
ゴールデンウィークの営業案内
　５月５日㈫・６日㈬は祝日の臨時営業を
いたします。※５月７日㈭は休館いたします。

【５月末まで入会金無料】
○フィットネスクラブ
○ジュニアスイミングクラス
　スイミングキャップ進呈、欠席時振
　替受講可能。
問合せ　クリーンピア 21  ☎ 975-2580

はびきのおもちゃ病院
日時　５月10 日㈰　９:00 ～12:00
会場　市役所別館２階
費用　部品交換が必要な場合は実費。
問合せ　羽曳野市社会福祉協議会
　☎ 958-2315
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田
仲
基
一
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
地
方
創
生
交
付
金
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

政
府
の
こ
の
交
付
金
は
消
費
喚
起

型
と
し
て
総
額
２
，
５
０
０
億
円
、
地
方
創

生
先
行
型
と
し
て
総
額
１
，
７
０
０
億
円
の

二
つ
か
ら
成
る
。
前
者
は
当
市
で
も
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
に
充
て
る
と
し
て
い

る
が
、
後
者
の
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

●
市
長　

教
育
施
策
の
充
実
や
古
市
古
墳
群

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
、
古
市

駅
前
東
広
場
の
観
光
案
内
所
の
機
能
充
実
、

特
産
品
、
観
光
農
園
な
ど
の
観
光
施
策
を
重

点
的
に
選
択
し
、
大
都
市
近
郊
に
あ
り
な
が

ら
歴
史
、
ロ
マ
ン
が
あ
ふ
れ
る
本
市
の
魅
力

を
十
分
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。　

《
人
口
減
少
問
題
へ
の
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

我
が
国
は
人
類
が
歴
史
上
い
ま
だ

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
口
減
少
社
会
と
な

っ
て
い
く
。
そ
の
問
題
は
先
の
太
平
洋
戦
争

の
敗
北
に
匹
敵
す
る
変
化
を
も
た
ら
す
と
危

惧
し
て
い
る
。
当
市
に
お
い
て
も
、
20
年
後

に
は
９
万
人
台
の
人
口
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
当
市
に
限
っ
て
言
え
ば
、
潜
在

能
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
れ
ば
減
少
を
食
い

と
め
、
人
口
増
さ
え
不
可
能
で
は
な
い
と
考

え
る
。
以
前
か
ら
提
案
し
て
い
る
東
地
域
の

土
地
活
用
の
見
直
し
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

シ
テ
ィ
等
の
次
世
代
型
住
環
境
の
整
備
、
近

鉄
古
市
駅
―
喜
志
間
に
西
浦
新
駅
の
誘
致
、

地
下
鉄
谷
町
線
の
羽
曳
野
市
域
へ
の
延
伸
、

古
市
駅
―
堺
間
の
東
西
を
つ
な
ぐ
公
共
交
通

機
関
の
誘
致
な
ど
、
当
市
発
展
の
最
大
の
障

害
と
考
え
る
公
共
交
通
の
利
便
性
に
つ
い

て
、
市
長
の
考
え
は
。

●
市
長　

人
口
減
少
対
策
を
考
え
る
う
え
で
、

都
市
機
能
の
充
実
、
住
民
生
活
の
利
便
性
向

上
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
。
次
世
代
型
の
住

環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
の
緩

和
も
目
的
と
し
て
、
低
炭
素
型
の
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
、
ま
た
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
の

中
か
ら
生
ま
れ
る
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
と
し
て
も
重
要
な
取
り
組
み
。
公
共
交

通
の
充
実
に
つ
い
て
は
交
通
弱
者
の
増
加
の

中
、
円
滑
な
移
動
手
段
と
し
て
役
割
は
重
要
。

交
通
事
業
者
と
連
携
、
協
力
で
市
民
の
足
の

確
保
に
努
め
た
い
。
公
共
循
環
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
公
共
施
設
を
循
環
す
る
形
で
運
用
し

て
い
た
が
、
今
は
市
民
の
足
を
い
か
に
確
保

す
る
か
と
い
う
こ
と
で
運
行
し
て
い
る
。
こ

れ
を
観
光
に
も
転
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

《
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

大
阪
府
で
は
本
年
よ
り
３
歳
未
満

か
ら
、
就
学
前
へ
と
助
成
枠
を
拡
大
し
た
。

府
下
自
治
体
に
と
っ
て
は
大
変
あ
り
が
た

い
。南
河
内
市
町
村
の
助
成
制
度
の
現
状
は
。

●
市
長　

平
均
で
入
院
が
14
・
5
歳
、
通
院

が
13
・
3
歳
。
本
市
は
入
院
が
12
歳
、
通
院

が
９
歳
ま
で
。
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い

て
市
長
の
考
え
方
は
ど
う
か
と
い
う
質
問
だ

が
、
私
は
議
会
と
し
っ
か
り
意
見
交
換
し
、

ベ
ス
ト
の
策
を
打
ち
出
せ
れ
ば
い
い
の
で
は

と
思
う
。
一
緒
に
話
を
す
る
テ
ー
ブ
ル
を
設

け
た
い
。

●
要
望　

こ
れ
か
ら
議
会
と
と
も
に
年
度
中

考
え
て
い
く
と
理
解
し
た
。
議
会
を
通
じ
て

と
も
に
こ
の
問
題
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

《
観
光
施
策
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

観
光
施
策
な
ど
特
に
専
門
性
を
求

め
ら
れ
る
領
域
に
お
い
て
は
、
庁
内
職
員
の

知
恵
だ
け
で
な
く
専
門
家
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
必
須
。
戦
略
策
定
に
当
た
り
、
大
阪
観
光

局
と
連
携
を
と
る
な
ど
、
市
外
の
観
光
学
専

門
家
導
入
に
よ
る
、
よ
り
高
い
次
元
に
目
標

を
置
い
た
観
光
戦
略
を
強
く
望
む
が
ど
う
か
。

●
市
長　

私
も
同
じ
考
え
で
、
特
に
こ
れ
か

ら
の
５
年
間
の
地
方
創
生
を
考
え
て
い
く
上

で
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
観
光
学
の

専
門
家
や
有
識
者
の
方
の
意
見
を
取
り
入
れ

る
場
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
し
て
観
光
を
基

軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

《
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
生
か
し

た
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

よ
る
地
域
づ
く
り
は
、
各
地
で
大
き
な
成
功
を

収
め
て
い
る
。
大
阪
３
つ
目
の
Ｊ
リ
ー
グ
入
り

を
目
指
し
下
部
組
織
Ｊ
Ｆ
Ｌ
で
現
在
活
躍
し

て
い
る
Ｆ
Ｃ
大
阪
と
い
う
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ

ー
ム
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
誘
致
運
動
が
市
民

に
よ
り
行
わ
れ
て
お
り
、
Ｆ
Ｃ
大
阪
サ
イ
ド
も

強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。
羽
曳
野
に
Ｊ
リ
ー

グ
チ
ー
ム
を
誘
致
す
る
運
動
が
拡
大
し
て
い

る
が
市
と
し
て
協
力
の
考
え
は
。

ま
た
、
か
ね
て
よ
り
創
設
を
訴
え
て
い
る
総
合

型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
（
多
様
な
種
目
・

年
齢
・
技
術
レ
ベ
ル
で
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
活
動
が
質
の
高
い
指
導
者
の
も
と
で

行
な
え
る
非
営
利
組
織
）
は
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
と
思
う
が
市
長
の
考
え
は
。

●
市
長　

Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
の
誘
致
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
進
め
る
こ
と
、

エ
コ
プ
ラ
ザ
は
に
ふ
を
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
拠

点
と
し
て
再
生
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

施
設
の
状
況
、
市
民
や
地
域
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
な
ど
の
思
い
を
含
め
て
、
非
常
に
厳
し
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

●
要
望　

こ
れ
ま
で
の
市
政
運
営
に
は
十
二

分
に
検
討
さ
れ
た
と
考
え
に
く
い
、
ミ
ス
マ

ッ
チ
と
感
じ
取
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
エ
コ

プ
ラ
ザ
は
に
ふ
、
峰
塚
公
園
管
理
棟
、
誉
田

地
区
の
情
報
棟
な
ど
、
誰
の
た
め
、
何
の
た

め
に
必
要
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
そ
れ
ら

の
箱
物
群
の
稼
働
率
が
低
い
こ
と
は
、
聞
か

な
く
と
も
想
像
で
き
る
。
本
年
も
駒
ヶ
谷
駅

西
側
公
園
に
、
テ
コ
入
れ
を
目
的
と
し
た
追

加
施
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も

府
営
公
園
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
隣
に
市

が
公
園
整
備
す
る
自
体
、
府
と
市
の
二
重
行

政
の
悪
害
で
は
な
い
か
と
不
満
を
持
つ
市
民

も
い
る
。
以
前
か
ら
要
望
し
て
い
る
通
り
住

民
や
利
用
団
体
の
声
を
真
摯
に
受
け
と
め
、

計
画
段
階
か
ら
市
民
と
共
に
つ
く
る
理
念
を

生
か
す
べ
き
。
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
創
設
と
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
の
連

携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
残
念

な
が
ら
前
向
き
な
答
弁
が
な
か
っ
た
が
、
決

し
て
諦
め
な
い
。
10
年
前
、
古
墳
群
に
よ
る

観
光
化
、
中
学
校
給
食
の
実
現
を
訴
え
た
際

も
、
同
じ
よ
う
に
ゼ
ロ
回
答
に
近
い
も
の
だ

っ
た
。
こ
の
事
業
も
必
ず
実
現
す
る
日
が
来

る
と
確
信
し
て
い
る
。
賛
同
す
る
市
民
を
こ

れ
か
ら
増
や
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
貧
困

の
連
鎖
の
問
題
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
富
め
る
者
は
さ
ら

に
豊
か
に
、
貧
し
い
者
は
さ
ら
に
貧
し
く
の

連
鎖
が
世
界
中
で
世
代
を
通
じ
拡
大
し
て
い

る
。
私
た
ち
基
礎
自
治
体
の
最
大
の
責
務
は

市
民
の
皆
様
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
。

我
々
の
政
策
、
既
得
権
益
の
打
破
、
教
育
の

無
償
化
な
ど
に
共
通
し
た
理
念
は
全
て
の

国
民
に
機
会
の
平
等
を
担
保
す
る
社
会
の
実

現
。
当
市
に
お
い
て
も
そ
の
実
現
の
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
く
。
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松
村
尚
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《「
こ
ど
も
園
」
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

認
定
こ
ど
も
園
で
な
く
、
こ

ど
も
園
と
し
て
設
置
す
る
設
計
経
費
３
，

８
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。
市
が
考
え
る

幼
稚
園
と
保
育
園
を
一
つ
の
施
設
内
に
集
約

さ
せ
る
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
な
い
。
施
設
の
老

朽
化
で
改
修
、
修
繕
で
は
賄
え
な
い
の
も
理

解
す
る
が
、
確
保
す
べ
き
は
質
の
高
い
幼
児

教
育
と
保
育
の
場
。
大
き
な
予
算
を
伴
う
事

業
で
あ
り
、
内
容
を
示
さ
な
け
れ
ば
予
算
に

対
す
る
態
度
を
決
め
ら
れ
な
い
。
市
が
考
え

る
こ
ど
も
園
の
内
容
と
有
効
性
は
。

●
市
長　

27
年
度
達
成
す
る
義
務
教
育
施
設

の
耐
震
化
１
０
０
％
に
続
き
、
幼
稚
園
、
保

育
園
の
耐
震
化
や
小
学
校
の
円
滑
な
連
携
、

保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
、
園
児
の
減
少
課

題
を
解
決
の
た
め
施
設
の
設
置
状
況
を
勘
案

し
、
保
育
に
お
け
る
教
育
ニ
ー
ズ
や
幼
児
教

育
の
充
実
、
市
独
自
の
こ
ど
も
園
の
開
設
を

目
指
し
た
い
。
こ
ど
も
園
は
同
じ
敷
地
内
に

幼
稚
園
と
保
育
園
の
合
築
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
る
。
園
児
も
保
護
者
も
戸
惑
い
な
く
、
園

児
同
士
が
緩
や
か
に
繋
が
る
よ
う
な
環
境
イ

メ
ー
ジ
を
し
て
い
る
。
幼
小
中
一
貫
教
育
を

推
進
す
る
本
市
は
、
保
幼
小
の
連
携
の
た
め
、

モ
デ
ル
園
と
し
整
備
し
よ
う
と
思
う
。
現
高

鷲
幼
稚
園
の
耐
震
化
に
あ
わ
せ
、
高
鷲
小
学

校
の
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
す
る
。
島
泉

保
育
園
は
、
地
域
の
公
園
も
含
め
、
子
供
達
、

非
常
時
の
避
難
所
に
整
備
が
で
き
た
ら
と
い

う
の
が
個
人
的
な
考
え
で
あ
る
。

●
質
疑　

年
齢
や
保
育
時
間
、
幼
稚
園
、
保

育
園
の
違
い
、
行
わ
れ
る
幼
児
教
育
と
具
体

的
な
内
容
が
混
在
す
る
問
題
等
確
認
し
た
い
。

ま
た
教
育
ニ
ー
ズ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な

の
か
。
具
体
的
な
内
容
と
意
義
を
問
う
。

●
市
長　

こ
ど
も
園
で
ど
の
よ
う
な
幼
児
教

育
、
保
育
を
提
供
す
る
か
は
、
こ
れ
か
ら
市

長
部
局
の
こ
ど
も
未
来
室
と
教
育
委
員
会
で

連
携
し
調
査
研
究
、
議
論
し
て
い
き
た
い
。

●
意
見　

幼
稚
園
児
と
保
育
園
児
が
混
ざ
り

生
活
す
る
こ
と
は
２
つ
の
法
律
が
混
在
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
の
調
整
、
研
究
、

議
論
を
行
う
と
さ
れ
る
が
、
制
度
設
計
が
十

分
で
な
い
の
に
基
本
設
計
、
実
施
設
計
の
た

め
の
予
算
の
提
案
は
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い

か
。
十
分
に
制
度
設
計
が
練
り
上
げ
た
上
で

の
予
算
案
の
上
程
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。

《
教
育
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

施
政
方
針
で
は
昨
年
同
様
、
教
育

を
重
点
施
策
と
さ
れ
て
い
る
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ

な
英
語
に
接
す
る
英
語
指
導
助
手
の
配
置
費

用
９
４
８
万
円
、
ス
ク
ー
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
派
遣
、
ほ
っ
と
ス
ク
ー
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
派
遣
事
業
等
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
例
年
通
り
の
事
業
で
、
教
育
費
は

全
体
で
約
50
億
円
だ
が
、
う
ち
直
接
的
に
学

び
の
場
で
知
・
徳
・
体
に
関
わ
る
施
策
の
予

算
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
教
育
環
境
の
整
備
と

あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
う
進
め
る
の
か
、
重

点
施
策
と
し
た
教
育
予
算
の
手
当
て
は
。

●
市
長　

小
中
学
校
の
I
C
T
導
入
に
つ
い

て
、
児
童
・
生
徒
の
授
業
理
解
、
学
力
向
上

の
面
で
有
効
な
手
段
と
認
識
し
、
国
の
地
域

活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付

金
、
地
域
創
生
先
行
型
を
活
用
し
た
電
子
黒

板
の
導
入
計
画
を
要
望
し
て
い
る
。
今
回
の

交
付
金
に
限
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
も
教
育
用
パ

ソ
コ
ン
、
教
職
員
用
パ
ソ
コ
ン
の
導
入
を
順

次
図
っ
て
き
た
。
現
場
の
意
見
も
含
め
教
育

委
員
会
と
協
議
し
小
・
中
学
校
の
I
C
T
環

境
を
整
え
た
い
。
ハ
ー
ド
面
は
、
最
重
点
課

題
の
耐
震
化
１
０
０
％
を
完
成
さ
せ
た
。
幼

稚
園
の
耐
震
化
及
び
学
校
施
設
の
非
構
造
部

材
の
耐
震
化
も
今
年
度
か
ら
図
っ
て
い
く
予

定
。
ソ
フ
ト
面
は
基
本
的
に
国
、
府
が
主
体

的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

●
質
疑　

教
育
環
境
の
ハ
ー
ド
は
市
長
部
局

で
、
ソ
フ
ト
部
分
は
教
育
委
員
会
と
役
割
分

担
を
行
う
べ
き
と
い
う
意
思
を
強
調
さ
れ
た

と
思
う
。
確
か
に
都
道
府
県
や
市
町
村
に
教

育
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
独
立
性
、
中
立
性

の
確
保
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
一
義
的
に
正
し

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
教
育
予
算
は
自
治
体

の
財
布
か
ら
出
さ
れ
る
も
の
。
予
算
の
割
り

振
り
は
自
治
体
の
首
長
の
権
限
の
範
疇
に
あ

る
。
ソ
フ
ト
面
は
教
育
委
員
会
と
言
っ
て
も

予
算
要
求
は
首
長
部
局
、財
政
部
局
で
あ
る
。

基
本
的
な
編
成
を
行
わ
れ
最
終
的
な
復
活
折

衝
は
段
階
的
に
行
う
だ
ろ
う
が
、
予
算
の
提

案
者
が
首
長
で
あ
る
以
上
、
分
離
す
る
に
は

無
理
が
あ
る
と
考
え
る
。
教
育
委
員
会
が
合

議
制
で
、
地
域
住
民
の
意
向
の
反
映
を
目
的

と
し
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

施
策
の
細
か
い
内
容
で
な
く
、
費
用
が
伴
う

事
業
の
拡
充
、
縮
小
の
意
思
表
示
は
首
長
と

し
て
あ
る
べ
き
。
独
自
施
策
の
考
え
は
。

●
市
長　

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
義
務
教

育
の
推
進
は
、
基
本
的
に
は
国
、
都
道
府
県

が
責
任
を
持
っ
て
進
め
る
べ
き
施
策
で
あ
り
、

市
町
村
の
財
政
力
に
よ
っ
て
格
差
が
つ
く
施

策
で
は
な
い
。
国
、
府
と
連
携
し
取
り
組
む
。

●
意
見　

15
歳
の
学
力
の
保
障
は
基
礎
自
治

体
の
責
務
と
考
え
て
い
る
。
色
々
な
環
境
で

育
っ
た
子
供
が
通
う
公
立
学
校
は
、
地
域
・

学
校
ご
と
に
事
情
が
異
な
る
。
国
が
責
任
を

持
っ
て
教
育
施
策
を
進
め
る
べ
き
、
自
治
体

の
財
政
力
に
よ
っ
て
差
を
生
じ
さ
せ
る
べ
き

で
は
な
い
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
基
準

財
政
需
要
額
を
算
出
し
地
方
交
付
税
で
、
財

政
的
格
差
を
是
正
し
て
い
る
。
平
準
化
を
図

り
、
地
域
事
情
に
応
じ
た
施
策
展
開
が
で
き

る
よ
う
自
由
度
を
持
た
せ
て
い
る
。
学
力
に

不
安
が
あ
り
、
保
護
者
か
ら
の
要
望
が
あ
れ

ば
そ
れ
ら
を
斟
酌
し
、
新
た
な
施
策
を
講
じ

る
の
も
首
長
の
役
割
で
は
な
い
か
。

《
２
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
・
蓄
電
池

設
置
の
考
え
方
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

道
の
駅
し
ら
と
り
の
郷
と
石
川
プ

ラ
ザ
の
２
施
設
に
災
害
時
の
必
要
最
小
限

の
電
力
を
確
保
す
る
太
陽
光
発
電
設
備
、
蓄

電
池
の
設
置
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
５
，

８
０
０
万
円
と
い
う
大
き
な
予
算
額
で
、
遅

れ
て
い
る
備
蓄
物
資
の
購
入
費
が
４
６
０
万

円
で
は
順
序
が
逆
で
あ
る
。
国
費
や
府
費
の

性
格
上
、
ど
う
し
て
も
こ
の
事
業
を
進
め
る

の
で
あ
れ
ば
、
一
般
避
難
所
で
は
な
く
福
祉

避
難
所
に
備
え
る
べ
き
と
考
え
る
。
限
ら
れ

た
施
設
に
そ
の
よ
う
な
大
が
か
り
な
設
備
を

備
え
る
こ
と
よ
り
も
、
発
電
機
な
ど
の
非
常

用
電
源
と
照
明
機
器
と
い
う
比
較
的
小
さ
な

予
算
で
導
入
で
き
る
も
の
を
多
く
の
市
民
の

避
難
所
と
な
る
学
校
等
に
物
資
と
し
て
広
く

配
備
す
る
べ
き
。
２
施
設
へ
の
設
置
意
義
、

備
蓄
物
資
に
つ
い
て
所
見
を
。

●
市
長　

最
低
限
の
非
常
用
の
電
源
確
保
が

重
要
で
、
２
つ
の
広
域
避
難
所
に
電
力
を
確

保
す
る
た
め
設
置
す
る
。
福
祉
避
難
所
は
す

で
に
非
常
用
電
源
を
確
保
し
て
い
る
。
今
後
、

避
難
所
も
非
常
用
電
源
の
確
保
の
検
討
が
必

要
と
考
て
い
る
。

●
意
見　

福
祉
避
難
所
の
非
常
用
電
源
の
供

給
可
能
時
間
は
１
、２
時
間
で
、
役
に
立
た
な

い
。設
置
場
所
の
見
直
し
、再
度
検
討
を
要
望
。
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《
社
会
経
済
情
勢
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

施
政
方
針
は
、
安
倍
政
権
と
経
済

政
策
を
評
価
し
て
い
る
。
実
際
は
、
消
費
税

10
％
へ
の
増
税
、
原
発
再
稼
働
、
沖
縄
の
巨

大
新
基
地
建
設
強
化
、
海
外
で
戦
争
す
る
国

づ
く
り
な
ど
、
安
倍
政
権
の
ど
の
問
題
も
国

民
多
数
が
明
確
に
反
対
し
て
い
る
。
こ
ん
な

道
に
未
来
は
な
い
。
こ
う
し
た
国
の
政
治
に

対
す
る
市
の
考
え
と
対
応
に
つ
い
て
。
ま
た
、

松
井
知
事
の
も
と
で
、
街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス

の
補
助
金
が
減
ら
さ
れ
た
り
、
学
校
警
備
員

の
補
助
が
カ
ッ
ト
さ
れ
た
。
命
と
暮
ら
し
を

削
る
維
新
の
大
阪
府
政
が
羽
曳
野
市
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ど
う
考
え
ど
う
対

応
す
る
の
か
。
維
新
の
政
治
と
都
構
想
に
つ

い
て
ど
う
考
え
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

●
市
長　

国
や
府
が
ど
う
い
っ
た
状
況
で
あ

っ
て
も
、
基
礎
自
治
体
の
経
営
に
関
し
健
全

性
と
安
定
性
を
確
保
し
行
財
政
運
営
の
最
適

化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
維

新
の
政
治
に
つ
い
て
は
答
え
る
立
場
に
な
い
。

《
市
政
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

市
の
本
来
の
仕
事
は
福
祉
の
増
進
。

し
か
し
、
羽
曳
野
市
は
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
で
近
隣
市
の
比
較
や
、
介
護
保
険
料
、
国

民
健
康
保
険
料
の
大
阪
府
内
の
比
較
で
遅
れ

た
市
に
な
っ
て
い
る
。
市
長
の
見
解
を
聞
く
。

●
市
長　

常
に
市
民
生
活
の
向
上
や
地
域
の

発
展
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
福
祉
の
増
進

を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
定
の
水
準
を
保

ち
つ
つ
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

《
住
民
の
生
活
実
態
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

住
民
の
生
活
実
態
は
施
政
方
針

の
出
発
点
。
そ
の
出
発
点
の
認
識
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。
北
川
市
政
に
な
っ
て
10
年
、

介
護
保
険
料
は
２
０
０
５
年
に
一
人
当
た

り
基
準
額
が
年
間
６
万
１
，
１
４
０
円
、

２
０
１
３
年
に
は
７
万
７
，
６
０
４
円
と
年

間
１
万
６
千
円
以
上
値
上
げ
。
生
活
保
護
世

帯
は
、
２
０
０
５
年
の
１
，
３
１
７
世
帯
、

２
０
１
３
年
に
は
２
，
０
３
５
世
帯
に
１
・
５

倍
以
上
。
一
人
当
た
り
の
年
収
は
、
こ
の
10

年
余
り
で
２
百
万
円
以
上
も
落
ち
込
ん
で
い

る
。
こ
う
し
た
実
態
も
踏
ま
え
市
民
の
生
活

実
態
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

●
市
長　

市
民
生
活
に
直
結
す
る
賃
金
や
個

人
消
費
と
い
っ
た
経
済
的
な
指
標
を
見
る
と
、

経
済
の
好
循
環
が
隅
々
ま
で
届
い
て
い
る
と

は
言
い
が
た
い
も
の
の
、
回
復
の
基
調
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

●
要
望　

年
金
は
目
減
り
、
労
働
者
賃
金
も

減
り
続
け
る
。
暮
ら
し
は
大
変
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
状
況
を
し
っ
か
り
踏

ま
え
、
羽
曳
野
市
本
来
の
仕
事
、
福
祉
の
増

進
の
立
場
に
立
っ
て
、
住
民
の
暮
ら
し
や
福

祉
、
教
育
を
よ
く
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
、

こ
の
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
施
政
方
針
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

今
年
４
月
か
ら
新
た
な
制
度
が
全

国
一
斉
に
始
め
ら
れ
る
。
子
ど
も
・
子
育
て

新
シ
ス
テ
ム
で
、
施
政
方
針
で
、「
市
の
西
部

地
区
に
、
こ
ど
も
園
の
開
設
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。
保
育
園
や
幼
稚

園
の
保
育
料
は
ど
う
な
る
の
か
。
公
私
間
格

差
の
是
正
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
百
舌

鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界
遺
産
登
録
の
平
成

29
年
度
の
登
録
実
現
に
向
け
、
歴
史
資
料
館

を
こ
の
機
会
に
つ
く
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
が
ど
う
な
の
か
。

●
市
長　

本
市
の
考
え
る
こ
ど
も
園
は
同
じ

敷
地
内
に
幼
稚
園
と
保
育
園
が
あ
る
合
築
さ

れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
し
て
い
る
。
民
間
保
育
園

の
保
育
料
は
国
が
定
め
る
上
限
額
の
範
囲
内

で
市
町
村
が
定
め
る
。
保
育
料
の
階
層
区
分

は
18
階
層
で
、
国
基
準
額
の
総
額
の
約
７
割

で
進
め
て
い
き
た
い
。幼
稚
園
の
保
育
料
は
、

民
間
幼
稚
園
は
国
の
基
準
ど
お
り
と
し
、
公

立
幼
稚
園
は
国
の
基
準
の
50
％
か
ら
55
％
の

間
と
考
え
て
い
る
。
公
立
保
育
園
と
私
立
の

格
差
が
20
数
万
円
と
い
う
の
は
、
一
度
調
査

を
と
思
う
。
歴
史
資
料
館
が
必
要
な
ら
、
広

域
で
考
え
て
い
く
べ
き
で
、
大
阪
府
立
近
つ

飛
鳥
博
物
館
を
拠
点
と
し
て
考
え
た
ら
と
思

う
。

《
平
成
27
年
度
に
取
り
組
む
新
た
な
施
策
》

●
質
疑　

地
域
防
災
計
画
の
策
定
は
ど
う
目

標
を
決
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
市
の
庁

舎
の
耐
震
化
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
自

然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
し
て
、
一
般

家
庭
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
の
補
助
が
自

治
体
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
羽
曳
野
市
で
も

行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
介
護
保
険

料
が
今
年
４
月
か
ら
１
カ
月
千
円
以
上
、
年

間
１
万
２
千
円
以
上
の
引
き
上
げ
を
す
る
議

案
が
出
さ
れ
て
い
る
。
保
険
料
の
抑
制
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
国
民
健
康
保
険

料
の
引
き
下
げ
と
大
阪
府
の
制
度
の
一
元
化

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
は
、
せ
め
て
近
隣
市
並
み
に
、
通
院

で
も
小
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。北
川
市
政
に
な
っ
て
10
年
間
、

正
規
職
員
は
63
人
減
っ
て
い
る
。
正
規
職
員

を
増
や
し
市
民
の
福
祉
増
進
の
仕
事
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
求
め
る
。

●
市
長　

地
域
防
災
計
画
の
策
定
は
、
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
お
け
る
震
度
６
弱
、
生

駒
断
層
帯
地
震
で
の
震
度
７
及
び
６
強
の
対

応
を
図
っ
て
い
く
。
本
庁
舎
の
耐
震
化
は
平

成
27
年
度
に
策
定
す
る
公
共
施
設
総
合
管
理

計
画
の
中
で
検
討
す
る
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

補
助
は
、
個
人
の
財
産
へ
の
補
助
で
は
な
く

市
民
に
還
元
で
き
る
施
設
を
工
夫
し
た
い
。

介
護
保
険
、
国
民
健
康
保
険
は
、
国
の
動
向

も
確
認
し
た
上
で
、
適
正
な
保
険
料
の
設
定

を
行
っ
て
い
る
。
国
民
健
康
保
険
は
平
成
30

年
度
、
都
道
府
県
単
位
に
移
行
す
る
の
で
保

険
料
の
動
向
に
は
十
分
注
意
し
決
定
し
た
い
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

施
設
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
展
開
し
、
そ

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。
正
規
職
員
数

は
削
減
あ
り
き
と
は
考
え
て
い
な
い
。

●
要
望　

国
民
健
康
保
険
料
は
、
大
阪
府
内

で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
財
源
が
あ
る
。
そ
の
一

部
を
活
用
し
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
要
望
。

《
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

羽
曳
野
市
本
来
の
仕
事
、
福
祉
の

増
進
に
関
す
る
事
業
や
施
策
に
財
源
を
充
て

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●
市
長　

住
民
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
て
、

施
政
方
針
で
示
し
て
い
る
事
業
を
実
現
す
る
。

《
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

消
費
税
10
％
へ
の
増
税
ス
ト
ッ

プ
、
憲
法
９
条
を
守
り
戦
争
へ
の
国
づ
く
り

ス
ト
ッ
プ
、
農
業
を
破
壊
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
環
太

平
洋
連
携
協
定
か
ら
の
撤
退
、
原
発
の
再
稼

働
反
対
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
再
開
を

求
め
る
こ
と
の
５
点
は
、
国
民
多
数
が
願
っ

て
い
る
。
市
長
の
見
解
を
聞
く
。

●
市
長　

消
費
税
増
税
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
な

ど
は
、
市
民
生
活
、
地
域
経
済
に
非
常
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
国
が
国
益
を
守
る
た
め
に
し
っ
か
り
と

か
じ
取
り
を
行
う
こ
と
を
期
待
す
る
。

●
要
望　

国
の
政
治
に
呼
応
す
る
と
、
市
民

の
暮
ら
し
や
福
祉
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

維
新
の
政
治
や
都
構
想
も
大
企
業
優
先
の
政

治
そ
の
も
の
。
戦
後
70
年
、
市
と
し
て
平
和

の
道
と
、
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
要
望
。
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林

　義
和
（
羽
曳
野
無
所
属
の
会
）

《
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

年
々
駒
ヶ
谷
地
域
の
ブ
ド
ウ
の
栽

培
が
減
っ
て
く
る
の
が
目
立
っ
て
き
て
い

る
。
地
方
創
生
を
考
え
た
中
で
、
例
え
ば
サ

ク
ラ
ン
ボ
、
メ
ロ
ン
、
キ
ウ
イ
の
栽
培
を
試

み
て
は
ど
う
か
。

●
市
長　

今
回
の
地
方
創
生
の
取
り
組
み
は

ま
さ
に
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
て
い
る
。
議
員
ご
提

案
の
果
樹
も
３
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

サ
ク
ラ
ン
ボ
、
キ
ウ
イ
、
イ
チ
ジ
ク
、
ミ
カ
ン
、

桃
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
、
今
年
度
か
ら
梨
園

を
西
浦
東
幼
稚
園
前
に
つ
く
ら
せ
て
い
た
だ

い
た
。
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

幸
い
羽
曳
野
に
は
、
農
林
セ
ン
タ

ー
（
現
在
の
環
境
農
林
水
産
総
合
研
究
所
）

が
あ
る
の
で
、
技
術
者
の
力
を
借
り
な
が
ら

研
究
、
開
発
を
進
め
て
、
全
国
に
発
信
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

《
教
育
・
子
育
て
施
策
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

①
「
こ
ど
も
園
」
と
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
幼
稚
園
児

が
減
少
し
て
き
て
お
り
、
統
廃
合
と
い
う
問

題
が
い
ず
れ
必
要
に
な
っ
て
く
る
か
と
思
う

が
、
そ
う
い
っ
た
準
備
と
し
て
専
門
会
議
を

設
け
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。
②
小
学
校
と

中
学
校
の
給
食
を
全
部
民
間
に
任
す
考
え
は

あ
る
か
。
民
間
で
あ
れ
ば
父
兄
の
負
担
も
市

の
負
担
も
減
る
。
③
戦
後
70
年
、
イ
ス
ラ
ム

国
に
よ
っ
て
、
各
国
で
テ
ロ
が
起
こ
っ
て
い

る
。
日
本
も
標
的
に
入
っ
て
い
る
。
決
し
て

平
和
は
た
だ
で
は
な
い
。そ
の
よ
う
な
中
で
、

平
和
教
育
、
戦
後
教
育
、
歴
史
教
育
を
も
っ

と
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

●
市
長　

①
「
こ
ど
も
園
」
は
、
同
じ
敷
地

内
に
保
育
園
と
幼
稚
園
が
あ
る
一
つ
の
合
築

の
形
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
保
・
幼
・
小

の
連
携
し
た
モ
デ
ル
園
を
考
え
て
い
る
。
そ

の
中
で
公
立
、
民
間
問
わ
ず
、
提
案
制
度
も

含
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。
②
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
が
、
少
子
化
に
お
け
る
給
食

の
あ
り
方
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
対
策

に
お
い
て
、
議
員
の
ご
提
案
も
考
え
て
い
き

た
い
。
③
我
が
国
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち

が
自
国
の
歴
史
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

は
、
自
国
を
愛
し
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育

む
た
め
に
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
、
各
学
校
に
お
け

る
正
し
い
歴
史
教
育
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

●
質
疑　

以
前
に
視
察
し
た
金
沢
市
は
も
う

ほ
と
ん
ど
が
民
間
保
育
園
で
、
公
立
保
育
園

は
わ
ず
か
。
松
原
市
は
公
立
２
園
だ
け
。
公

か
ら
民
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
働

い
て
い
る
人
の
身
分
は
役
所
で
受
け
て
い
け

ば
い
い
と
思
う
。
高
鷲
に
こ
ど
も
園
を
つ
く

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
際
、
島
泉
保
育

園
を
閉
め
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
か
ら
、

一
番
近
く
に
あ
る
陽
気
保
育
園
に
お
任
せ
を

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら

に
、
東
の
公
立
保
育
園
を
減
ら
し
て
い
く
中

に
お
い
て
、
は
び
き
の
保
育
園
で
あ
れ
ば
悲

田
院
に
、
そ
う
い
う
考
え
も
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
民
間
保
育
園
で
今
困
っ
て

お
ら
れ
る
こ
と
は
一
時
保
育
。
若
い
お
母
さ

ん
を
応
援
す
る
た
め
に
、
拡
充
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
強
く
要
望
し
て
お
く
。
小
学
校

の
給
食
に
つ
い
て
は
、
一
般
市
民
の
代
表
者

も
入
っ
て
い
た
だ
い
て
、
第
三
者
委
員
会
的

な
と
こ
ろ
で
議
論
す
る
の
も
方
法
。

●
市
長　

現
在
の
公
立
保
育
園
の
あ
り
方
に

つ
い
て
ご
提
言
も
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
当

市
の
保
育
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
現
状
の

ま
ま
で
い
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の

で
、
積
極
的
に
、
こ
れ
か
ら
の
子
供
た
ち
の
、

未
就
学
児
の
子
供
た
ち
の
環
境
整
備
に
つ
い

て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
そ
の
検
討
結
果

に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
に
は
議
会
で
も

お
示
し
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

《
観
光
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

軽
ト
ラ
市
の
開
催
は
、
例
え
ば
野

公
民
館
前
や
高
鷲
の
北
宮
公
民
館
前
で
は
非

常
に
盛
会
。
羽
曳
が
丘
３
丁
目
の
公
園
な
ど

で
も
開
催
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
ふ
る
さ

と
納
税
が
観
光
と
マ
ッ
チ
す
る
。イ
チ
ジ
ク
、

食
肉
、
ワ
イ
ン
、
こ
う
い
っ
た
も
の
を
納
税

の
お
返
し
と
し
て
羽
曳
野
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

く
考
え
は
な
い
か
。

●
市
長　

軽
ト
ラ
市
は
、
大
阪
で
初
め
て
の

事
業
で
あ
っ
た
。
３
年
目
と
な
り
、
随
分
定

着
化
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら
、
い
つ
こ
っ
ち
に

来
て
く
れ
る
の
か
と
い
っ
た
お
尋
ね
も
い
た

だ
く
。
27
年
度
は
、
陵
南
の
森
で
グ
リ
ー
ン

フ
ェ
ス
タ
と
平
和
展
も
含
め
て
開
催
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
そ
し
て
、
今
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
高
鷲
の
南
側
か
ら
今
度
は
北
側
の
ロ

ー
タ
リ
ー
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
恵
我
ノ

荘
駅
前
の
南
側
の
歩
行
者
空
間
を
利
用
し
て

２
年
連
続
開
催
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

適
切
な
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
開
催
を
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
化
そ
れ
ぞ
れ
、
積
極
的
に
売
り
出
し
て
い

こ
う
と
い
う
思
い
で
あ
る
。
27
年
度
に
こ
の

プ
ラ
ン
を
つ
く
り
、
秋
に
は
お
示
し
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

●
要
望　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
力

を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
防
災
、
防
犯
計
画
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

①
防
災
に
つ
い
て
、
太
陽
光
発
電

設
備
、
蓄
電
池
の
設
置
場
所
が
石
川
プ
ラ
ザ

と
道
の
駅
で
偏
り
過
ぎ
て
い
な
い
か
。
西
地

区
の
中
学
校
、
小
学
校
体
育
館
を
追
加
し
て

い
く
こ
と
も
大
事
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
生

活
用
品
の
備
蓄
は
各
民
間
業
者
と
提
携
を
進

め
て
い
く
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

②
防
犯
計
画
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
補
助

制
度
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
が
、
抑
止
効

果
の
た
め
に
も
今
後
も
防
犯
カ
メ
ラ
を
ふ
や

し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

●
市
長　

①
当
初
は
３
カ
所
を
予
定
し
て
い

た
が
、
２
カ
所
と
な
っ
た
。
現
在
、
高
鷲
地

域
で
の
こ
ど
も
園
で
検
討
中
で
あ
る
。
ま
た
、

生
活
用
品
の
備
蓄
は
、
市
内
の
避
難
箇
所
に

備
蓄
し
て
い
る
。
５
年
か
ら
10
年
の
計
画
で

順
次
備
蓄
量
を
充
実
し
て
い
く
。
ま
た
、
当

市
は
、
１
局
１
府
２
組
合
20
市
町
村
11
件
と

公
的
連
携
を
結
ん
で
い
る
。
民
間
企
業
と
は
、

日
本
郵
政
、
ジ
ェ
イ
コ
ム
ウ
エ
ス
ト
な
ど
、

６
団
体
と
情
報
や
飲
料
水
の
提
供
な
ど
災
害

時
の
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
大
阪
府
で
も
、

府
内
の
団
体
、
企
業
90
社
と
防
災
協
定
を
締

結
し
て
い
る
。
②
平
成
25
年
度
末
で
51
台
の

防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
済
み
で
あ
る
。
27
年
度

は
、
町
会
が
設
置
す
る
際
に
20
万
円
を
上
限

と
し
て
助
成
す
る
補
助
制
度
に
よ
り
設
置
の

促
進
を
図
る
。

●
質
疑　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
大
阪
府
下
を
見

て
み
る
と
、
羽
曳
野
市
は
非
常
に
数
が
少
な

い
。
ふ
や
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

●
市
長　

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
商
工
会
並
び
に
ラ
イ
オ

ン
ズ
か
ら
数
十
台
の
寄
附
の
お
話
も
あ
る
。

《
下
水
道
に
つ
い
て
》

●
要
望　

未
整
備
箇
所
に
つ
い
て
、
早
急
に

整
備
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
た
。
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笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
平
成
27
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て
》

平
成
27
年
度
の
施
政
方
針
の
基
本
方
針
と
重

点
施
策
、
取
り
組
む
新
た
な
施
策
。
第
５
次

総
合
基
本
計
画
に
示
す
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り

の
目
標
に
つ
い
て
質
問
。

●
質
疑　

2
0
0
8
年
に
始
ま
っ
た
人
口
減

少
は
40
年
以
降
加
速
的
に
進
み
、
1
0
0
年

に
は
現
在
の
３
分
の
１
程
度
に
ま
で
減
少
と

推
計
さ
れ
50
年
に
は
６
割
以
上
の
地
域
で
人

口
半
減
、
２
割
で
住
民
が
い
な
く
な
る
と
危

惧
さ
れ
て
い
る
。
市
の
人
口
減
少
と
急
速
な

高
齢
化
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
策
を
質
問
。

●
市
長　

全
国
的
な
傾
向
と
同
様
に
人
口
減

少
と
急
速
な
高
齢
化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り

税
収
の
減
少
、
社
会
福
祉
の
増
大
等
、
行
財

政
運
営
に
も
影
響
が
生
じ
る
と
予
測
。
本
市

の
魅
力
を
高
め
る
為
の
具
体
的
な
施
策
を
進

め
る
事
が
必
要
不
可
欠
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

●
質
疑　

安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
る
環

境
を
整
え
る
と
の
施
政
方
針
か
ら
妊
娠
期
、

出
産
、
そ
し
て
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

施
策
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
質
問
。

●
市
長　
「
は
び
き
の
こ
ど
も
夢
プ
ラ
ン
」

を
基
本
理
念
と
し
安
全
な
妊
娠
、
出
産
へ
の

支
援
、
子
供
達
が
育
っ
て
い
く
段
階
に
応
じ

た
多
様
な
家
庭
へ
の
支
援
を
計
画
し
て
い

る
。

●
要
望　

現
在
も
「
は
び
き
の
こ
ど
も
夢
プ

ラ
ン
」
に
沿
っ
て
妊
娠
期
、
出
産
期
、
乳
幼

児
期
、
小
児
期
等
一
定
の
施
策
の
展
開
が
実

施
を
さ
れ
て
き
た
。
今
後
は
人
口
減
少
と
急

速
な
高
齢
化
の
喫
緊
な
課
題
を
見
直
し
若
年

女
性
が
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
更

に
手
厚
く
整
え
る
こ
と
が
課
題
。
次
の
ス
テ

ッ
プ
を
検
討
す
る
よ
う
、
拡
充
の
検
討
を
要

望
。

●
質
疑　

重
点
施
策
の
教
育
に
つ
い
て
施
政

方
針
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
環
境

の
整
備
と
あ
る
が
具
体
的
に
ど
う
か
を
質
問
。

●
市
長　

特
に
授
業
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、

整
備
に
つ
い
て
は
、
児
童
・
生
徒
の
授
業
理

解
や
学
力
向
上
の
面
で
有
効
な
手
段
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
整
備
を
着

実
に
推
進
し
次
代
を
担
う
羽
曳
野
の
児
童
・

生
徒
の
学
力
向
上
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

●
質
疑　

近
年
、
若
年
層
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
は

凄
く
子
供
の
利
用
度
は
全
体
の
56
・
8
％
と

過
半
数
を
超
え
た
。
小
学
生
の
時
期
に
し
っ

か
り
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
付

け
る
必
要
が
あ
り
学
校
で
の
注
意
喚
起
が
必

要
と
考
え
る
が
取
り
組
み
を
質
問
。

●
市
長　

生
徒
・
児
童
だ
け
で
な
く
、
青
少

年
や
大
人
に
対
し
て
も
啓
発
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
事
。行
政
と
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
要
望　

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付

金
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
環
境
整
備
に

と
の
考
え
、ぜ
ひ
早
い
時
期
の
実
施
を
要
望
。

●
質
疑　

災
害
時
応
急
給
水
栓
の
設
置
状
況

を
質
問
。

●
市
長　

緊
急
時
、
災
害
時
の
水
道
水
の
確

保
に
は
、
企
業
団
の
あ
ん
し
ん
給
水
栓
と
市

が
設
置
を
す
る
応
急
給
水
拠
点
が
あ
る
。

●
要
望　

応
急
時
や
災
害
時
に
利
用
で
き
る

給
水
栓
の
設
置
は
、
既
に
取
り
組
み
が
出
来

て
い
る
。
あ
ん
し
ん
給
水
栓
は
市
内
７
カ
所

に
、
ま
た
羽
曳
が
丘
西
を
中
心
に
応
急
給
水

拠
点
を
市
内
10
カ
所
に
設
置
。
今
後
見
え
る

掲
示
で
市
民
の
安
心
度
を
増
す
取
り
組
み
を

要
望
。

●
質
疑　

老
朽
木
造
住
宅
の
耐
震
に
係
る
診

断
、
設
計
、
改
修
の
助
成
に
加
え
、
住
宅
の

除
却
費
用
の
助
成
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
空
き
家
の
除
却
や
改
修
に
助
成
制
度
を

活
用
で
き
る
と
考
え
る
が
お
考
え
を
質
問
。

●
市
長　

空
き
家
対
策
で
は
古
い
耐
震
性
が

不
足
す
る
木
造
住
宅
で
老
朽
化
し
た
空
き
家

も
含
ま
れ
る
。
本
市
の
住
宅
行
政
に
お
い
て

も
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

●
要
望　

新
年
度
か
ら
住
宅
の
除
却
費
用
の

助
成
制
度
が
組
み
込
ま
れ
た
。
市
民
や
市
在

住
で
な
い
持
主
へ
の
周
知
徹
底
は
、
固
定
資

産
税
通
知
の
際
に
同
封
し
耐
震
化
診
断
や
空

き
家
撤
去
に
助
成
制
度
が
あ
る
旨
を
伝
え
る

こ
と
を
要
望
。

●
質
疑　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
の
補
助
制
度

に
つ
い
て
、
新
た
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に
付
替

え
や
新
規
設
置
に
対
し
、
蛍
光
灯
と
は
別
に

補
助
制
度
の
見
直
し
は
で
き
な
い
の
か
質
問
。

●
市
長　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
新
設
や
蛍
光
灯

か
ら
交
換
す
る
場
合
の
新
た
な
補
助
制
度
を

設
け
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
費
用
対
効

果
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の
値
段
の
相
場
の
動
向
な

ど
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

●
要
望　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
蛍
光
灯
と
の
補
助
の
あ

り
方
を
区
別
す
る
仕
組
み
を
強
く
要
望
。

●
質
疑　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
つ
い
て
、
新
年
度
の
取
り
組
み
を
質
問
。

●
市
長　

新
し
い
総
合
事
業
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
27
年
度
は
準
備
を
進

め
て
行
く
。
多
様
な
生
活
支
援
の
充
実
を
図

り
高
齢
者
の
社
会
参
加
、
地
域
の
支
え
合
い

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
総
合
的
な
地
域
包

括
ケ
ア
や
介
護
予
防
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

●
質
疑　

認
知
症
は
21
世
紀
の
社
会
保
障
の

最
大
課
題
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
予

防
が
大
事
。
市
と
し
て
脳
を
使
い
体
を
動
か

す
「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
」
や
認
知
症
早
期
発
見

チ
ェ
ッ
ク
診
断
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
実
施
す

る
な
ど
認
知
症
予
防
の
取
り
組
み
を
質
問
。

●
市
長　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
向
け
認
知
症
の
総
合
的
な
対
策
は
大
変
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
パ
ワ
ー
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び
き
の

で
展
開
し
拠
点
づ
く
り
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

●
質
疑　

つ
ぶ
た
ん
の
故
郷
駒
ヶ
谷
西
側

公
園
の
魅
力
向
上
と
共
に
東
側
の
魅
力
向

上
は
ど
う
考
え
る
か
、
せ
め
て
駅
前
に
つ

ぶ
た
ん
の
故
郷
看
板
地
域
観
光
マ
ッ
プ
の

設
置
や
多
言
語
で
表
示
を
す
る
等
ワ
イ
ン

祭
り
や
竹
内
街
道
を
散
策
に
来
る
外
国
の

方
に
も
案
内
が
出
来
る
よ
う
な
工
夫
に
つ

い
て
質
問
。

●
市
長　

駒
ヶ
谷
地
域
全
体
の
魅
力
向
上

に
向
け
新
た
に
作
成
す
る
観
光
マ
ッ
プ
を

有
効
的
に
活
用
し
案
内
板
の
表
示
に
つ
い

て
も
取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

●
質
疑　

来
年
１
月
か
ら
運
用
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
た
利

活
用
の
議
論
、
取
り
組
み
が
本
格
化
し
て

き
た
。
国
民
一
人
一
人
に
12
桁
の
個
人
番

号
を
指
定
し
、
所
得
や
年
金
支
給
額
な
ど

の
情
報
を
効
率
的
か
つ
正
確
に
名
寄
せ
し
、

複
数
の
機
関
に
存
在
す
る
個
人
情
報
を
正

確
に
連
携
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
27
年
度

の
1
次
稼
働
に
取
り
組
む
内
容
と
人
的
連

携
に
つ
い
て
質
問
。

●
市
長　

27
年
度
は
番
号
の
付
番
を
行
い

10
月
に
は
全
て
の
住
民
に
紙
製
の
番
号
通

知
カ
ー
ド
を
送
付
す
る
。
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
活
用
し
住
民
の
皆
様
へ
制
度
に
対

す
る
周
知
、
広
報
を
図
り
、
取
り
扱
う
職
員

の
教
育
に
つ
い
て
も
対
応
を
進
め
て
い
く
。

●
要
望　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
公
平
な

社
会
保
障
制
度
基
盤
と
な
り
低
所
得
者
に

対
す
る
社
会
保
障
の
充
実
や
行
政
事
務
の

効
率
化
、
簡
素
化
が
期
待
で
き
る
。
行
政

に
過
誤
や
無
駄
の
な
い
利
便
性
の
高
い
社

会
を
実
現
す
る
た
め
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
を
要
望
。
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吉
田
恭
輔
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

●
質
疑　

戦
争
か
ら
70
年
の
節
目
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
戦
争
の
記
憶
と
平
和
の
尊
さ
を

後
世
に
確
実
に
引
き
継
ぐ
と
言
っ
て
お
ら
れ

る
市
長
に
、
平
和
の
大
切
さ
、
平
和
の
尊
さ

に
つ
い
て
の
お
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

●
市
長　

核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平

和
は
人
類
全
体
の
願
い
で
も
あ
る
。
本
市
に

お
い
て
も
、
1
9
8
3
年
、
非
核
平
和
都

市
宣
言
を
行
っ
て
以
降
、
毎
年
平
和
展
を
開

催
し
て
市
民
に
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
て
き

た
。
平
和
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
も
さ
ら
な
る
決
意
と
不
断
の
努
力
を
も

っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
要
望　

先
日
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
後
藤

健
二
さ
ん
の
著
書
に
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
よ
り

平
和
が
ほ
し
い
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
市

長
に
改
め
て
、
羽
曳
野
12
万
市
民
を
守
る
た

め
に
も
、
平
和
の
大
切
さ
、
平
和
の
尊
さ
、

戦
争
の
愚
か
さ
を
心
に
誓
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
強
く
要
望
し
た
い
。

●
質
疑　

人
口
減
少
と
急
速
な
高
齢
化
に
よ

る
高
齢
者
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
。
人
口
減
少

が
大
き
く
進
ん
で
い
く
と
同
時
に
急
速
な
高

齢
化
が
進
ん
で
い
き
、
そ
し
て
そ
の
高
齢
者

の
暮
ら
し
が
今
大
変
苦
し
い
状
態
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
生
活
に
余
裕
が
な
い
お
年

寄
り
に
は
、
こ
の
寒
い
冬
を
乗
り
切
る
の
は

大
変
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
厳

し
い
負
担
増
や
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
が
待
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
お
年
寄
り
に
何
か
温
か

い
支
援
策
は
な
い
の
か
、
市
長
の
考
え
は
。

●
市
長　

国
は
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
と
し
て
、
医
療
、
介
護
、
そ
し
て
年
金
の

各
分
野
に
お
い
て
も
保
険
料
の
軽
減
、
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
、
さ
ま
ざ
ま
な
低

所
得
者
に
対
す
る
対
策
等
が
講
じ
ら
れ
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
国
の
対

策
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
観
点
か

ら
高
齢
者
を
支
援
す
る
仕
組
み
の
構
築
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
個

人
と
し
て
積
極
的
に
私
は
元
気
な
仲
間
の
皆

さ
ん
を
つ
く
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
、
時
間
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
皆
さ
ん
の
集
い
に
参
加
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
私
自
身
も
元
気
を

い
た
だ
い
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
行
政
と
高
齢
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
共
有
し
て
、
そ
し
て
逆
に

楽
し
む
と
い
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
に
、
さ
ら

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

●
要
望　

私
の
地
域
の
ひ
と
り
住
ま
い
の
お

年
寄
り
を
訪
ね
て
回
る
区
長
さ
ん
、
私
も
含

め
民
生
委
員
と
一
緒
に
回
っ
て
い
る
が
、
限

度
が
あ
る
。
こ
の
方
た
ち
は
役
所
に
も
登
録

さ
れ
て
い
る
の
で
、
福
祉
関
係
の
職
員
が
ひ

と
り
住
ま
い
の
家
庭
を
調
査
し
、
訪
ね
て
、

今
何
か
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か

と
、
約
１
カ
月
に
一
遍
ぐ
ら
い
に
訪
ね
て
も

ら
っ
て
、
親
身
に
な
っ
て
そ
の
お
年
寄
り
と

お
話
し
し
、
何
か
支
援
策
を
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
こ
と
を
強
く
要
望
し
た
い
。

●
質
疑　

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界
文

化
遺
産
登
録
と
観
光
に
よ
る
賑
わ
い
の
創
出

に
つ
い
て
。
昨
年
、
日
本
に
訪
れ
た
外
国
人

観
光
客
は
約
1
，
3
4
0
万
人
余
り
と
、
過

去
最
高
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、

大
阪
の
キ
タ
や
ミ
ナ
ミ
、
阿
倍
野
の
ハ
ル
カ

ス
を
訪
れ
た
方
が
約
2
5
0
万
人
ほ
ど
と
言

わ
れ
て
い
る
。
外
国
人
観
光
客
が
訪
日
前
に

期
待
し
て
い
る
こ
と
は
、
１
位
は
日
本
食
を

食
べ
る
こ
と
、
２
位
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
次

い
で
自
然
、
景
勝
観
光
地
な
ど
と
な
っ
て
い

る
ら
し
い
。
羽
曳
野
市
に
は
こ
の
自
然
、
景

勝
地
、
世
界
文
化
遺
産
を
目
指
す
古
市
古
墳

群
が
あ
り
、
こ
れ
を
前
面
に
押
し
出
し
、
ぜ

ひ
と
も
外
国
人
観
光
客
を
誘
致
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
る
。
近
鉄
や
旅
行
社
と
タ
ッ
グ

を
組
ん
で
こ
の
羽
曳
野
で
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
、
観
光
客
を
ぜ
ひ
と
も
誘
致
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
市
長
の
お
考
え
は
。
ま

た
、
交
流
が
20
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
市
13
区
ヒ
ー
ツ
ィ
ン

グ
と
友
好
交
流
都
市
20
周
年
記
念
式
典
を
企

画
す
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
友

好
親
善
を
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。

●
市
長　

古
市
古
墳
群
の
世
界
文
化
遺
産
登

録
に
つ
い
て
は
、大
阪
府
、堺
市
、藤
井
寺
市
、

そ
し
て
羽
曳
野
市
が
４
者
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
お
り
、29
年
度
の
登
録
を
目
標
に
、

こ
と
し
が
勝
負
の
年
で
あ
る
と
位
置
づ
け
を

し
て
い
る
。
ぜ
ひ
本
年
は
国
内
推
薦
を
勝
ち

取
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
民
間
の
企
業
と

連
携
を
と
っ
て
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
う

形
を
打
っ
て
い
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
意
見

は
も
ち
ろ
ん
私
自
身
も
大
賛
成
で
、
当
市
が

持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
品
も
含
め
て
、
由
緒

あ
る
神
社
あ
る
い
は
街
道
、
こ
れ
を
い
か
に

売
り
出
し
て
い
く
か
。
平
成
26
年
度
は
特
に

太
子
町
と
藤
井
寺
市
と
私
ど
も
２
市
１
町
で

映
画
も
含
め
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
民
間
の

旅
行
会
社
も
含
め
た
形
の
中
で
、
タ
ッ
グ
を

組
ん
で
や
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
る
。
議
員
の
ご
趣
旨
を
し
っ
か
り
と
受

け
と
め
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
・
ヒ
ー
ツ
ィ
ン
グ
と
の
友
好
交

流
都
市
20
周
年
を
迎
え
た
記
念
式
典
に
つ
い

て
は
、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
に
お
い
て
開
催
を

さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

●
要
望　

世
界
遺
産
の
登
録
を
目
指
す
市
に

と
っ
て
、
や
は
り
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
拠
点

づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
皆
さ
ん
集
ま
る
、
よ
そ
か
ら
来

ら
れ
た
方
が
拠
点
と
な
る
そ
こ
に
集
ま
る
、

や
は
り
歴
史
資
料
館
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
世
界
遺
産
の
拠
点
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
質
疑　

市
政
運
営
に
つ
い
て
。
こ
と
し
の

羽
曳
野
市
の
発
展
、
成
長
の
推
進
力
は
何
に

市
長
は
重
き
を
置
い
て
お
ら
れ
る
の
か
、
市

長
の
思
い
を
お
聞
き
し
た
い
。
ま
た
、
今
、

安
倍
首
相
が
、
一
般
社
会
で
女
性
の
活
躍
を
、

職
場
で
は
女
性
の
管
理
職
を
ふ
や
せ
と
旗
を

振
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に

こ
の
議
場
に
は
女
性
の
答
弁
者
が
一
人
も
い

な
い
。
市
長
は
、
女
性
の
新
規
採
用
に
力
を

入
れ
て
い
る
と
思
う
。
女
性
の
採
用
を
こ
れ

か
ら
ふ
や
し
て
い
く
と
、
そ
う
い
う
方
向
性

を
持
っ
て
い
る
が
、
現
在
職
場
で
働
い
て
お

ら
れ
る
女
性
の
育
成
、
養
成
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
指
導
を
さ
れ
て
い
る
の
か
お
尋
ね
し

た
い
。

●
市
長　

教
育
と
観
光
に
重
点
を
置
き
な
が

ら
、
教
育
環
境
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

充
実
、
世
代
間
の
交
流
、
そ
し
て
ま
ち
の
賑

わ
い
の
創
出
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
本
市
発

展
、
成
長
の
推
進
力
と
考
え
て
い
る
。
男
女

問
わ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
は
や

は
り
職
員
で
あ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
思
い
の
中
で
、
職
員
を

し
っ
か
り
と
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
今
後
と
も
、
市
民
の
サ
ー
ビ
ス
は
ま
ず

職
員
づ
く
り
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
私
自
身

意
識
を
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

2
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１　 　　第１回定例会
       　　議案審議
             議会改革特別委員会
２～７ 　各会派代表質疑
            
　　　　

議
案
審
議

　

平
成
27
年
第
1
回
定
例
会
は
、
2
月
24
日
か
ら
3
月
26
日

ま
で
31
日
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
施
政
方
針
に
対
す
る
6
会
派
の
代
表
質

疑
、
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
及
び
平
成
27
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
な
ど
38
件
の
議
案
、「
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
の
安
定
的
な
事
業
継
続
に
対
す
る
支
援
を
求
め
る
意

見
書
」
を
含
め
3
件
の
意
見
書
な
ど
44
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
う
ち
14
件
を
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
審
議

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
9
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
が
、
今

月
号
で
は
、
代
表
質
疑
を
中
心
に
報
告
し
ま
す
。

1

○
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
を
可
決

　

羽
曳
野
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
等
に
関
す
る

基
準
等
を
定
め
る
条
例
、
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
な
ど
、
18
件
の
条
例
に
つ
い
て
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

○
副
市
長
・
監
査
委
員
・
公
平
委
員
会
委
員
・
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
係
る
同
意
に
つ
い
て
、
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

○
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
公
共
下
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算
、
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
平
成
27
年
度
各
会
計
当
初
予
算
を
可
決

　

一
般
会
計
で
は
、
総
額
4
0
2
億
9
，
6
4
9
万
2
千
円
。

ま
た
各
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

1
7
0
億
9
，
2
7
4
万
4
千
円
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
各
委
員
会
の
報
告
、
一
般
質
問
は
次
回
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

平成27年第1回定例会報告
『市長の施政方針に対する
　　　　　  各会派代表による質疑』

　

政
務
活
動
費
は
、
地
方
自
治
法

や
羽
曳
野
市
条
例
に
基
づ
き
、
議

員
の
調
査
研
究
の
活
動
に
資
す
る

た
め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て

月
額
８
万
円
が
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
政
務
活
動
費
の
使
途
に
つ

い
て
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
は
、

昨
年
来
４
回
会
議
を
重
ね
ま
し

た
。

　
「
政
務
活
動
費
の
手
引
き
」（
運

用
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
で
定
め
る
項
目

で
、
議
員
活
動
と
調
査
研
究
活
動

と
の
「
す
み
わ
け
」
が
困
難
な
支
出

の
「
按
分
率
」
を
中
心
に
議
論
し
た

結
果
、
按
分
率
を
含
め
政
務
活
動
費

の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
方

向
性
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、透
明
性
を
高
め
る
た
め
に
、

議
会
事
務
局
内
に
お
い
て
、
収
支
報

告
書
及
び
領
収
書
等
を
閲
覧
可
能
に

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
本
市
議
会
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
公
開
も
視
野
に
入

れ
、
政
務
活
動
費
の
見
直
し
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

政務活動費の透明化

　《市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
　
　松
村

　尚
子

　
　嶋
田

　丘

　
　
　外
園

　康
裕

　
　日
和

　千
賀
子

　
　
　林

　
　義
和

　
　金
銅

　宏
親 

　

　
　
　樽
井

　佳
代
子
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